
令和元年１１月

岡崎市環境部清掃施設課

八帖クリーンセンター個別施設計画
（し尿処理施設）



施設の概要

受入貯留設備 受入・前処理・貯留設備

生物処理設備 標準脱窒素処理設備

高度処理設備 凝集沈殿処理設備＋オゾン処理設備＋砂ろ過設備＋

活性炭吸着設備

汚泥処理設備 汚泥濃縮設備＋脱水設備＋搬出

脱臭設備 生物脱臭設備＋酸アルカリ洗浄脱臭設備＋活性炭

吸着脱臭設備
・処理工程：別紙のとおり

・名 称：岡崎市八帖クリーンセンター

・所 在 地：岡崎市八帖南町字立島２番地１

・竣 工：平成４年３月

・処理能力：320kℓ/日

・処理方式：標準脱窒素処理方式＋高度処理

・事業主体：岡崎市

・着 工：昭和63年10月

・延床面積：処理棟7,457㎡（既設利用分含む）

      (し尿：100kℓ/日、浄化槽汚泥：220kℓ/日)

・敷地面積：9,830㎡

・建築面積：処理棟5,401㎡（既設利用分含む）

・総事業費：約53憶8,000万円

・施 工：株式会社 クボタ



別紙

処理工程

M
し尿

M
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浄化槽

M
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浄化槽用汚泥前処理設備
NO.1

M

M

浄化槽用汚泥前処理設備
NO.2

生し尿前処理設備

生し尿中継槽

浄化槽汚泥中継槽

生し尿貯留槽

浄化槽汚泥貯留槽

スカム槽

二次処理水槽沈殿槽第2曝気槽第2撹拌槽第1曝気槽第1撹拌槽
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急速攪拌機

混和槽
緩速攪拌機

凝集槽

汚泥掻寄機

凝集沈殿槽

オゾン反応槽 砂ろ過原水槽

砂ろ過

砂ろ過

活性炭原水槽 処理水槽

放流

接触槽

メタノール貯槽

曝気ブロワ

オゾン発生器ポリマー苛性ソーダ

硫酸バンド

公共下水道へ

高度処理工程（3次処理）廃止予定

撹拌ブロワ

希釈調整槽

濃縮槽へ

活性炭吸着塔

活性炭吸着塔

ドラム

スクリーン

スクリュー

プレス

受入・前処理工程（1次処理） 標準脱窒処理工程（2次処理）



整備履歴

設備 工程 設 備 機 器 備 考

残砂 清掃残砂受入槽

残砂 上澄液移送ポンプ

残砂 沈砂洗浄装置

残砂 沈砂洗浄ブロワ

残砂 沈砂水切コンベヤ ｽｸﾘｭｰ

残砂 沈砂移送コンベヤ ﾌﾗｲﾄ

前処理 M 102 C-1 No.1破砕機 消耗品

前処理 M 102 C-2 No.2破砕機 消耗品

前処理 M 102 C-3 No.3破砕機 消耗品

前処理 M 102 C-4 No.4破砕機 消耗品

前処理 M 111 DS 生し尿用ﾄﾞﾗﾑｽｸﾘｰﾝ

前処理 M 113 SP 生し尿用ｽｸﾘｭｰﾌﾟﾚｽ

前処理 M 121 DS-1 No.1浄化用ﾄﾞﾗﾑｽｸﾘｰﾝ

前処理 M 121 DS-2 No.2浄化用ﾄﾞﾗﾑｽｸﾘｰﾝ

前処理 M 123 SP-1 No.1浄化用ｽｸﾘｭｰﾌﾟﾚｽ

前処理 M 123 SP-2 No.2浄化用ｽｸﾘｭｰﾌﾟﾚｽ

前処理 M 161 CV No.1しさ搬送コンベヤ ﾌﾗｲﾄ

前処理 M 162 CV No.2しさ搬送コンベヤ
ｽｸﾘｭｰ
ﾗｲﾅｰ

受入 M 191 CP-1 No.1自動扉用ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

受入 M 191 CP-2 No.2自動扉用ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

受入 X 191 D-1 No.1-1自動扉(入口１～４) 委託料

受入 X 191 D-2 No.1-2自動扉(出口１～４) 委託料

受入 X 191 D-3 No.2-1自動扉(入口５～８) 委託料

受入 X 191 D-4 No.2-2自動扉(出口５～８) 委託料

受入 X 199 TS トラックスケール 委託料

TAG No.

受
入
貯
留
設
備

Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度

M1 Ｓ

M12 Ｓﾁｪｰﾝ組品

M6M1
2M3

Ｓ吸込･吐出
ｹｰｼﾝｸﾞ

M12 Ｓ M7
M12

Ｓ M1
M2

Ｓ主軸、
PB、ﾊﾞｯｸﾌﾟ
ﾚｰﾄ

M10 Ｓ M7 Ｓ M7 Ｓ加圧羽根
車

M8 Ｓ中間ケー
シング

M7 Ｓﾌﾛﾝﾄﾌﾟﾚｰﾄ M2 Ｓ M3 Ｓﾊﾞｯｸﾌﾟﾚｰﾄ

M6 Ｓ M7M1
1M12

Ｓ吸込･吐出
ｹｰｼﾝｸﾞ

M7 Ｓ M6
M1

Ｓ M10
M1

Ｓ主軸、
PB、ﾊﾞｯｸﾌﾟ
ﾚｰﾄ

M1 Ｓ加圧羽根
車

M2 Ｓ中間ケー
シング

M2 Ｓﾌﾛﾝﾄﾌﾟﾚｰﾄ M12 Ｓ M2 Ｓﾊﾞｯｸﾌﾟﾚｰﾄ

M12 Ｓ M7
M12

Ｓ M12
M12

Ｓ吸込･吐出
ｹｰｼﾝｸﾞ

M6
M1

Ｓ M1 Ｓ主軸、
PB、ﾊﾞｯｸﾌﾟ
ﾚｰﾄ

M1 Ｓ加圧羽根
車

M2 Ｓ中間ケー
シング

M2 Ｓﾌﾛﾝﾄﾌﾟﾚｰﾄ M12 Ｓ M3 Ｓﾊﾞｯｸﾌﾟﾚｰﾄ

M6
M12

Ｓ M7 Ｓ M7
M12

Ｓ M6
M2

Ｓ主軸、
PB、ﾊﾞｯｸﾌﾟ
ﾚｰﾄ

M10 Ｓ M7 Ｓ M7 Ｓ加圧羽根
車

M8 Ｓ中間ケー
シング

M7 Ｓﾌﾛﾝﾄﾌﾟﾚｰﾄ M2 Ｓ M3 Ｓﾊﾞｯｸﾌﾟﾚｰﾄ

M7 Ｓ
ワイパー交
換

M8 Ｓ M8 Ｓ M2 Ｓ M1 Ｓ M1 Ｓ点検窓ﾊﾞﾗ
ｽﾊﾟｯｷﾝｾｯﾄ

M7 Ｓ･肉盛･ｵｲﾚ
ｽﾌﾞｭｼｭ

M8 Ｓ･肉盛･ﾌﾗﾝ
ｼﾞﾕﾆｯﾄ･ｵｲﾚｽ
ﾌﾞｭｼｭ

M8 Ｓ･肉盛･ﾌﾗﾝ
ｼﾞﾕﾆｯﾄ･ｵｲﾚｽ
ﾌﾞｭｼｭ

M2 Ｓ・ｼｬﾌﾄ取
替･ｵｲﾚｽﾌﾞｭ
ｼｭ

M1 Ｓ･肉盛･ﾌﾗﾝ
ｼﾞﾕﾆｯﾄ･ｵｲﾚｽ
ﾌﾞｭｼｭ

M1 Ｓ･肉盛･ﾌﾗﾝ
ｼﾞﾕﾆｯﾄ･ｵｲﾚｽ
ﾌﾞｭｼｭ

M7 Ｓ
ワイパー交
換

M8 Ｓ M9 Ｓ M8 Ｓ M1 Ｓ M2 Ｓ M1 Ｓ M1 Ｓ点検窓ﾊﾞﾗ
ｽﾊﾟｯｷﾝｾｯﾄ

M7 Ｓ
ワイパー交
換

M8 Ｓ M9 Ｓ M1 Ｓ M12 減速機取替 M1 Ｓ・軸受 M1 Ｓ・軸受 M1 Ｓ・ﾌｧﾝBOX
点検扉・軸
受

M7 Ｓ･肉盛･ｵｲﾚ
ｽﾌﾞｭｼｭ

M8 Ｓ･ｼｬﾌﾄ取
替･ﾌﾗﾝｼﾞﾕﾆｯ
ﾄ･ｵｲﾚｽﾌﾞｭｼｭ

M9 Ｓ･肉盛･ｵｲﾚ
ｽﾌﾞｭｼｭ・ｽﾌﾟ
ﾛｹｯﾄ

M8 Ｓ･肉盛･ﾌﾗﾝ
ｼﾞﾕﾆｯﾄ･ｵｲﾚｽ
ﾌﾞｭｼｭ

M1 Ｓ･肉盛･ｵｲﾚ
ｽﾌﾞｭｼｭ

M2 Ｓ･肉盛･ｵｲﾚ
ｽﾌﾞｭｼｭ

M1 Ｓ･肉盛･ﾌﾗﾝ
ｼﾞﾕﾆｯﾄ･ｵｲﾚｽ
ﾌﾞｭｼｭ

M1 Ｓ･肉盛･ﾌﾗﾝ
ｼﾞﾕﾆｯﾄ･ｵｲﾚｽ
ﾌﾞｭｼｭ

M7 Ｓ･肉盛･ｵｲﾚ
ｽﾌﾞｭｼｭ

M8 Ｓ･肉盛･ﾌﾗﾝ
ｼﾞﾕﾆｯﾄ･ｵｲﾚｽ
ﾌﾞｭｼｭ

M9 Ｓ･ｼｬﾌﾄ取
替･ｵｲﾚｽﾌﾞｭ
ｼｭ・ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ

M1 Ｓ･肉盛･ｵｲﾚ
ｽﾌﾞｭｼｭ

M1 Ｓ･肉盛･ﾌﾗﾝ
ｼﾞﾕﾆｯﾄ･ｵｲﾚｽ
ﾌﾞｭｼｭ

M1 Ｓ･肉盛･ﾌﾗﾝ
ｼﾞﾕﾆｯﾄ･ｵｲﾚｽ
ﾌﾞｭｼｭ

M1 Ｓ･肉盛･ﾌﾗﾝ
ｼﾞﾕﾆｯﾄ･ｵｲﾚｽ
ﾌﾞｭｼｭ

M8 ｽｸﾘｭｰ羽根切
断

M10 ﾗｲﾅｰ板
ﾗｾﾝｶﾞｲﾄﾞ

M7 Ｓ M3 Ｓ M11 更新

M7 Ｓ M3 Ｓ M11 更新

C9 点検 C9 点検 C9
M12

点検
ﾚｰﾙ・戸車

C8 点検 C1
M3

点検
ｼﾘﾝﾀﾞｰ取替

C1 点検 C1 点検
光電管

C2 点検 C2 点検 C1 点検 C12 点検
電磁弁替

C9 点検
光電管

C9
M1

点検
ﾚｰﾙ・戸車

C9 点検 M4
C8

ｴｱｸﾘﾝﾕﾆｯﾄ
点検

C1 点検 C1 点検
ｼﾘﾝﾀﾞｰ取替

C1 点検
光電管

M6
C2

連結金物取
替
点検

C2 点検 C1 点検 C12 点検
電磁弁替

C9 点検 C9
M1

点検・超音
波取替
ｼﾘﾝﾀﾞｰﾍｯ
ﾄﾞ・ﾚｰﾙ・戸
車

C9 点検 C8 点検 C1
M3

点検
ｼﾘﾝﾀﾞｰ取替

C1 点検 C1 点検
光電管

C2 点検 C2 点検 C1 点検 C12 点検
電磁弁替

C9 点検
光電管

C9
M3

点検
ｼﾘﾝﾀﾞｰ取
替・ﾚｰﾙ・戸
車

C9 点検 M4
C8

ｴｱｸﾘﾝﾕﾆｯﾄ
点検

C1 点検 C1 点検 C1 点検
光電管

C2 点検 C2 点検 C1 点検 C12 点検
電磁弁替

M8
C2

更新
検査

C10
C2

点検
検査

C12
C2

点検
検査

C12
C2

点検
検査

C12 点検 M1 トップライ
ト10枚取替



整備履歴

設備 工程 設 備 機 器 備 考TAG No.

受入 X 199 OA-1 データ処理装置 委託料

受入 X 199 OA-2 操作ターミナル 委託料

受入 X 199 OA-3 ICカードリーダ 委託料

受入 X 199 BT 無停電電源装置 委託料

前処理 M 115 P-1 No.1生し尿移送ポンプ 主軸4Y

前処理 M 115 P-2 No.2生し尿移送ポンプ 主軸4Y

ポンプ M 116 P-1 No.1生し尿投入ポンプ

ポンプ M 116 P-2 No.2生し尿投入ポンプ

各種Ｐ M 116 P-3 No.3生し尿投入ポンプ

ポンプ M 117 P-1 No.1生し尿貯留槽撹拌ﾎﾟﾝﾌﾟ

ポンプ M 117 P-2 No.2生し尿貯留槽撹拌ﾎﾟﾝﾌﾟ

前処理 M 125 P-1 No.1浄化槽汚泥移送ポンプ

前処理 M 125 P-2 No.2浄化槽汚泥移送ポンプ

ポンプ M 126 P-1 No.1浄化槽汚泥投入ポンプ

ポンプ M 126 P-2 No.2浄化槽汚泥投入ポンプ

各種Ｐ M 126 P-3 No.3浄化槽汚泥投入ポンプ

ポンプ M 127 P-1 No.1浄化槽汚泥貯留槽撹拌ﾎﾟﾝﾌﾟ

ポンプ M 127 P-2 No.2浄化槽汚泥貯留槽撹拌ﾎﾟﾝﾌﾟ

受入 X 199 T-10 №１～４沈砂槽

受入 X 199 T-10 №５～８沈砂槽

受入 X 199 受入槽（浄化槽汚泥）

受入 X 199 受入槽（生し尿）

前処理 X 199 中継槽（生し尿）

前処理 X 199 中継槽（浄化槽汚泥）

貯留 X 199 貯留槽（生し尿）

貯留 X 199 貯留槽（浄化槽汚泥）

貯留 調整槽（1系）

貯留 調整槽（2系）

脱水 X 701 No.1汚泥脱水機

備
Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度

M10 更新 C10 点検 C10 点検 C12 点検 C12 点検 M3 更新

C10 点検 C10 点検 C12 点検 C12 点検 M3 更新

M3 更新
磁気→IC変
更M10 更新 M3 更新

M12 Ｓ・PB取替 M10 Ｓ･主軸･羽
根車･PB取替

M12 Ｓｽﾀﾌｨﾝﾎﾞｯｸ
ｽ･主軸･PB取
替

M1 Ｓｹｰｼﾝｸﾞ･羽
根車・吸込
曲管・主軸･M12 Ｓ･ｽﾀﾌｨﾝﾎﾞｯ

ｸｽ･主軸･PB
取替

M10 Ｓ･ｹｰｼﾝｸﾞ･
羽根車･吸込
曲管･PB取替

M12 Ｓ･ｽﾀﾌｨﾝﾎﾞｯ
ｸｽ･主軸･PB
取替

M2 Ｓｽﾀﾌｨﾝﾎﾞｯｸ
ｽ･PB取替

M8 GP焼付き修
理

M1 Ｓ･軸S・ｹｰｼ
ﾝｸﾞ･PB取替

M1
M1

Ｓ・軸S
MB取替

M1 Ｓ・軸S・PB
MB取替

M1 Ｓ･軸S・PB
取替

M2 Ｓ・軸S M1 Ｓ・軸S・PB
MB取替

M1 Ｓ･軸S・ｹｰｼ
ﾝｸﾞ

M1 休止
ﾓｰﾀｰ異音

M1 Ｓ･Mｼｰﾙﾘﾝ
ｸﾞ･軸S

M1 Ｓ･Mｼｰﾙﾘﾝ
ｸﾞ･軸S･PB

M2 Ｓ･Mｼｰﾙﾘﾝ
ｸﾞ･軸S･PB・
主軸

M1 Ｓ･Mｼｰﾙﾘﾝ
ｸﾞ･軸S

M1 Ｓ･Mｼｰﾙﾘﾝ
ｸﾞ･軸S

M1 Ｓ･Mｼｰﾙﾘﾝ
ｸﾞ･軸S･PB

M2 Ｓ･Mｼｰﾙﾘﾝ
ｸﾞ･軸S

M1 Ｓ･Mｼｰﾙﾘﾝ
ｸﾞ･軸S･PB・
主軸M12 Ｓ・PB取替 M10 Ｓ･主軸･羽

根車･PB取替
M12 Ｓｽﾀﾌｨﾝﾎﾞｯｸ

ｽ･主軸･PB・
羽根車取替

M1 Ｓｹｰｼﾝｸﾞ･羽
根車・吸込
曲管・主軸･M12 Ｓ･ｽﾀﾌｨﾝﾎﾞｯ

ｸｽ･主軸･PB
取替

M10 Ｓ･ｹｰｼﾝｸﾞ･
羽根車･吸込
曲管･PB取替

M12 Ｓｽﾀﾌｨﾝﾎﾞｯｸ
ｽ･主軸･PB・
ﾓｰﾀｰ台取替

M2 Ｓｽﾀﾌｨﾝﾎﾞｯｸ
ｽ･PB取替

M1 Ｓ軸ｽﾘｰﾌﾞ
・PB取替・
ﾊﾟｯｷﾝ箱Ⅰ

M1 Ｓ軸ｽﾘｰﾌﾞ M1 Ｓ軸ｽﾘｰﾌﾞ・
ﾊﾟｯｷﾝ箱

M1 Ｓ軸S・PB・
ｹｰｼﾝｸﾞ・羽
根車・MB取M1 Ｓ･軸S・ｹｰｼ

ﾝｸﾞ
M1 Ｓ軸ｽﾘｰﾌﾞ

・PB取替
M1 Ｓ軸ｽﾘｰﾌﾞ M2 Ｓ軸ｽﾘｰﾌﾞ M1 Ｓ軸S・PB・

ｹｰｼﾝｸﾞ

M1 休止

M1

M2

Ｓ･Mｼｰﾙﾘﾝ
ｸﾞ･軸S
MB取替

M1 Ｓ･Mｼｰﾙﾘﾝ
ｸﾞ･軸S･PB取
替

M3 Ｓ･Mｼｰﾙﾘﾝｸﾞ M1 更新
グランド型

M1 Ｓ軸ｽﾘｰﾌﾞ

M1 Ｓ･Mｼｰﾙﾘﾝ
ｸﾞ･軸S

M1 Ｓ･Mｼｰﾙﾘﾝ
ｸﾞ･軸S

M2 Ｓ･Mｼｰﾙﾘﾝ
ｸﾞ･軸S･PB取
替

M1 更新
グランド型

M3

西梁、北西
壁補修(FRP)

M8-
11

塗布型ﾗｲﾆﾝ
ｸﾞ(ｴﾎﾟｷｼ樹
脂)

M12 Ｓ･ﾄﾞﾗﾑ受ﾛｰ
ﾙ･電磁弁

M12
布

Ｓ･ﾄﾞﾗﾑ受ﾛｰ
ﾙ･洗浄水槽
天板・ﾙﾌﾟﾘ
ｹｰﾀ･ﾚｷﾞｭﾚｰ
ﾀ・自動調芯
ｺﾛ軸受

M10 Ｓ･ﾄﾞﾗﾑ受ﾛｰ
ﾙ

M12
布

Ｓｸﾞﾘｽ分配
器･ﾄﾞﾗﾑ受ﾛｰ
ﾙ･ﾋﾟﾛｰ形ﾕﾆｯ
ﾄ(補助B・て
ん圧・蛇行
用)
・ｴｱｰ電磁弁

M12 Ｓ・ｴｱｰ電磁
弁・ﾕﾆｵﾝ･蛇
行用ﾕﾆｯﾄ・
駆動用ﾕﾆｯﾄ･
洗浄ﾉｽﾞﾙ

M12
布

Ｓ・ｴｱｰ電磁
弁・蛇行用ﾕ
ﾆｯﾄ・緊張用
ﾕﾆｯﾄ･ﾙﾌﾟﾘｹｰ
ﾀ･ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ

M11 ・ﾀﾗｯﾌﾟ取付 M12 Ｓ・蛇行修
正ﾛｰﾙFB用・
緊張用ｴｱｰｼﾘ
ﾝﾀﾞｰ・ﾌﾟﾗﾝ
ﾏｰﾌﾞﾛｯｸ・自
動調芯ｺﾛ軸
受



整備履歴

設備 工程 設 備 機 器 備 考TAG No.

脱水 X 702 No.2汚泥脱水機

脱水 X 703 No.3汚泥脱水機

ポンプ M 731 P-1 No.1汚泥供給ポンプ

ポンプ M 731 P-2 No.2汚泥供給ポンプ

ポンプ M 731 P-3 No.3汚泥供給ポンプ

ポンプ M 731 P-4 No.4汚泥供給ポンプ

ポンプ M 732 P-1 No.1ろ布洗浄ポンプ

ポンプ M 732 P-2 No.2ろ布洗浄ポンプ

ポンプ M 732 P-3 No.3ろ布洗浄ポンプ

ポンプ M 732 P-4 No.4ろ布洗浄ポンプ

ポンプ M 733 P-1 No.1分離液移送ポンプ

ポンプ M 733 P-2 No.2分離液移送ポンプ

汚泥 M 712 P-1 No.1-1濃縮汚泥移送ポンプ

汚泥 M 712 P-2 No.1-2濃縮汚泥移送ポンプ

汚泥 M 730 P-1 No.1汚泥貯留槽撹拌ポンプ

汚泥 M 730 P-2 No.2汚泥貯留槽撹拌ポンプ

脱水 M 751 P-1 No.1ポリマ－注入ポンプ

脱水 M 751 P-2 No.2ポリマ－注入ポンプ

汚
泥
処
理
設
備

Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度

M12 Ｓ･ﾄﾞﾗﾑ受ﾛｰ
ﾙ･ｼｬｯﾜｰﾉｽﾞ
ﾙ・ﾙﾌﾟﾘｹｰﾀ･
ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ･電
磁弁

M12 Ｓ･ﾄﾞﾗﾑ受ﾛｰ
ﾙ･洗浄水槽
天板

M10
布

Ｓ･ﾄﾞﾗﾑ受ﾛｰ
ﾙ･自動調芯ｺ
ﾛ軸受・ﾌﾟﾗﾝ
ﾏｰﾌﾞﾛｯｸ・ｼｰ
ﾙﾘﾝｸﾞ

M10 Ｓｸﾞﾘｽ分配
器･ﾄﾞﾗﾑ受ﾛｰ
ﾙ･ﾋﾟﾛｰ形ﾕﾆｯ
ﾄ(補助B・て
ん圧・蛇行
用)
・ｴｱｰ電磁弁

M12
布

Ｓ･ﾋﾟﾛｰ形ﾕ
ﾆｯﾄ(蛇行
用・駆動
用)・蛇行用
ﾃｰｸｱｯﾌﾟ形ﾕ
ﾆｯﾄ

M12 Ｓ・ｴｱｰ電磁
弁・蛇行用ﾕ
ﾆｯﾄ・緊張用
ﾕﾆｯﾄ･ﾙﾌﾟﾘｹｰ
ﾀ･ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ・
ｹｰｷ厚用ﾕﾆｯﾄ

M11 Ｓ・ﾌﾟﾗﾝﾏｰ
ﾌﾞﾛｯｸ・自動
調芯ｺﾛ軸
受・蛇行修
正ﾛｰﾙFB用・
ﾀﾗｯﾌﾟ取付

M12
布

Ｓ･ﾄﾞﾗﾑ受ﾛｰ
ﾙ･電磁弁

M12 Ｓ･ﾄﾞﾗﾑ受ﾛｰ
ﾙ･洗浄水槽
天板・ﾙﾌﾟﾘ
ｹｰﾀ･ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ

M10 Ｓ･ﾄﾞﾗﾑ受ﾛｰ
ﾙ･自動調芯ｺ
ﾛ軸受・ﾌﾟﾗﾝ
ﾏｰﾌﾞﾛｯｸ・ｼｰ
ﾙﾘﾝｸﾞ

M10
布

Ｓ･ﾄﾞﾗﾑ受ﾛｰ
ﾙ･ﾋﾟﾛｰ形ﾕﾆｯ
ﾄ(補助B・て
ん圧・蛇行
用)
・ｴｱｰ電磁弁

M12 Ｓｸﾞﾘｽ分配
器･ﾋﾟﾛｰ形ﾕ
ﾆｯﾄ(FB用)

M12 Ｓ･ﾋﾟﾛｰ形ﾕ
ﾆｯﾄ(蛇行
用・駆動
用)・蛇行用
ﾃｰｸｱｯﾌﾟ形ﾕ
ﾆｯﾄ

M12
布

Ｓ・ｴｱｰ電磁
弁・ﾕﾆｵﾝ･蛇
行用ﾕﾆｯﾄ・
緊張用ﾕﾆｯﾄ･
洗浄ﾉｽﾞﾙ・ﾙ
ﾌﾟﾘｹｰﾀ･ﾚｷﾞｭ
ﾚｰﾀ

M12 Ｓ・ｹｰｷ厚用
ﾕﾆｯﾄ

M12 Ｓ･ﾋﾟﾛｰ形ﾕ
ﾆｯﾄ(蛇行
用・駆動用)

M12
布

Ｓ・ﾌﾟﾗﾝﾏｰ
ﾌﾞﾛｯｸ・自動
調芯ｺﾛ軸
受・蛇行修
正ﾛｰﾙFB用・
ﾀﾗｯﾌﾟ取付

M12 Ｓ・緊張用ｴ
ｱｰｼﾘﾝﾀﾞｰ・ﾙ
ﾌﾟﾘｹｰﾀ･ﾚｷﾞｭ
ﾚｰﾀ

M1 Ｓ･Mｼｰﾙ･ｹｰｼ
ﾝｸﾞ

M1 Ｓ･Mｼｰﾙ M1 Ｓ･Mｼｰﾙ･主
軸･PB取替

M1 Ｓ･Mｼｰﾙ･軸S
取替

M1 Ｓ･Mｼｰﾙ･ｹｰｼ
ﾝｸﾞ・軸S・
PB取替

M1 Ｓ･Mｼｰﾙ･ｹｰｼ
ﾝｸﾞ

M1 Ｓ･Mｼｰﾙ M1 Ｓ･Mｼｰﾙ･主
軸・羽根車･
PB取替

M1 Ｓ･Mｼｰﾙ･軸S
取替

M1 Ｓ･Mｼｰﾙ･ｹｰｼ
ﾝｸﾞ・軸S・
PB取替

M1 Ｓ･Mｼｰﾙ･ｹｰｼ
ﾝｸﾞ

M1 Ｓ･Mｼｰﾙ M1 Ｓ･Mｼｰﾙ・主
軸･PB取替

M1 Ｓ･Mｼｰﾙ･Mｼｰ
ﾙBOX・軸S取
替

M1 Ｓ･Mｼｰﾙ･ｹｰｼ
ﾝｸﾞ

M1 Ｓ･Mｼｰﾙ M1 Ｓ･Mｼｰﾙ・主
軸･PB取替

M1 Ｓ･Mｼｰﾙ・M
ｼｰﾙﾎﾞｯｸｽ

M1 ＳﾗｲﾅｰR･
PB・つりあ
い管・封水
管取替

M12 吐出配管取
替

M1 ＳﾗｲﾅｰR･
PB・中間ｹｰｼ
ﾝｸﾞA,B取替

M1 Ｓ･ﾗｲﾅｰR･
PB･主軸取替

M1 ＳﾗｲﾅｰR･
PB・つりあ
い管・封水
管取替

M1 ＳﾗｲﾅｰR･
PB・つりあ
い管・封水
管取替

M1 ＳﾗｲﾅｰR･
PB・つりあ
い管・封水
管取替

M12 吐出配管取
替

M1 ＳﾗｲﾅｰR･PB
取替

M1 Ｓ･ﾗｲﾅｰR･
PB･主軸取替

M1 ＳﾗｲﾅｰR･
PB・つりあ
い管・封水
管取替

M1 ＳﾗｲﾅｰR･
PB・つりあ
い管・封水
管・中間ｹｰｼ
ﾝｸﾞ取替

M12
M1

吐出配管取
替SﾗｲﾅｰR･
PB・つりあ
い管・封水
管取替

M1 ＳﾗｲﾅｰR･PB
取替

M1 ＳﾗｲﾅｰR･
PB・つりあ
い管・封水
管取替

M1 Ｓ主軸・ﾗｲ
ﾅｰR･PB・つ
りあい管・
封水管取替

M1 Ｓ軸受・軸ｽ
ﾘｰﾌﾞ・ﾗｲﾅｰ
R･PB・つり
あい管・封
水管M12 吐出配管取

替SﾗｲﾅｰR･
PB・つりあ
い管・封水
管取替

M1 ＳﾗｲﾅｰR･PB
取替

M1 ＳﾗｲﾅｰR･
PB・つりあ
い管・封水
管取替

M2 MB取替 M1 Ｓ主軸・ﾗｲ
ﾅｰR･PB・つ
りあい管・
封水管取替

M1 Ｓ･軸S取替 M1 Ｓ･軸S取替 M1 Ｓ･軸S・
PB・ｹｰｼﾝｸﾞ
取替

M1 Ｓ･軸S取替

M1 Ｓ･主軸･軸
S･PB取替･ﾗ
ﾋﾞﾘﾝｽ型

M1 Ｓ･軸S取替 M1 Ｓ･軸S取替 M1 Ｓ･軸S取替

M12 Ｓ･PB取替･M
ｼｰﾙ

M10 Ｓ･PB取替･M
ｼｰﾙ

M12 Ｓ･Mｼｰﾙ・PB
取替

M1 Ｓ･Mｼｰﾙ・主
軸･PB取替

M12 ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ交
換ﾕﾆｯﾄ

M10 Ｓ･PB取替･M
ｼｰﾙ

M12 Ｓ･Mｼｰﾙ・PB
取替

M2 Ｓ･Mｼｰﾙ・PB
取替

M12 Ｓ･PB取替･M
ｼｰﾙ

M10 Ｓ･Mｼｰﾙ・PB
取替

M12 更新 M1 Ｓ･Mｼｰﾙ･PB
取替

M12 ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ交
換ﾕﾆｯﾄ

M10 Ｓ･ｹｰｼﾝｸﾞ･
吸込曲管･ｲﾝ
ﾍﾟﾗ･Mｼｰﾙ・

M12 Ｓ･Mｼｰﾙ・ﾒｶ
ﾌﾟﾚｰﾄ・主
軸・PB取替

M2 更新

M12 Ｓ･ST･ﾛｰﾀｰ･
Mｼｰﾙ･Dｼｬﾌﾄ

M10 Ｓ･ST･ﾛｰﾀｰ･
Mｼｰﾙ･Dｼｬﾌﾄ
分割型

M1 Ｓ･ST･ﾛｰﾀｰ

M12 Ｓ･ST･ﾛｰﾀｰ･
Mｼｰﾙ･Dｼｬﾌﾄ

M10 Ｓ･ST･ﾛｰﾀｰ･
Mｼｰﾙ･Dｼｬﾌﾄ
分割型

M1 Ｓ･ST･ﾛｰﾀｰ



整備履歴

設備 工程 設 備 機 器 備 考TAG No.

脱水 M 751 P-3 No.3ポリマ－注入ポンプ

脱水 M 751 P-4 No.4ポリマ－注入ポンプ

脱水 M 752 X ポリマー溶解装置

脱水 M 752 M ポリマー溶解槽撹拌機

脱水 X 752 T ポリマー溶解槽

脱水 M 761 CV No.1汚泥搬送コンベヤ ｽｸﾘｭｰ

脱水 M 762 CV No.2汚泥搬送コンベヤ ｽｸﾘｭｰ

脱水 M 763 CV No.3汚泥搬送コンベヤ
ｽｸﾘｭｰ
ﾗｲﾅｰ

脱水 M 764 CV No.4汚泥搬送コンベヤ
ｽｸﾘｭｰ
ﾗｲﾅｰ

脱水 M 767 CV No.7汚泥搬送コンベヤ
ｽｸﾘｭｰ
ﾗｲﾅｰ

脱水 M 768 CV No.8汚泥搬送コンベヤ
ｽｸﾘｭｰ ﾗ
ｲﾅｰ

搬出 CV 中間取り出しコンベア ﾌﾗｲﾄ

搬出 中間ホッパ ホッパ

汚泥 X 799 T-70 分離液槽

汚泥 ろ布洗浄水槽

汚泥 X 799 T-70 汚泥貯留槽

ブロワ M 131 B 貯留槽撹拌ブロワー

ブロワ M 204 B-1 No.1-1撹拌用ブロワー

ブロワ M 204 B-2 No.1-2撹拌用ブロワー

ブロワ M 361 B-1 No.1曝気用ブロワー
冷却Ｆ
MB-3Y

ブロワ M 361 B-2 No.2曝気用ブロワー

ブロワ M 361 B-3 No.3曝気用ブロワー

ブロワ M 433 B-1 No.1逆洗用ブロワー

Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度

M12 Ｓ･ST･ﾛｰﾀｰ･
Mｼｰﾙ･Dｼｬﾌﾄ

M4 MB取替 M10 Ｓ･ST･ﾛｰﾀｰ･
Mｼｰﾙ･Dｼｬﾌﾄ
分割型

M1 Ｓ･ST･ﾛｰﾀｰ

M12 Ｓ･ST･ﾛｰﾀｰ･
Mｼｰﾙ･Dｼｬﾌﾄ

M10 Ｓ･ST･ﾛｰﾀｰ･
Mｼｰﾙ･Dｼｬﾌﾄ
分割型

M1 Ｓ･ST･ﾛｰﾀｰ

M8
M1

Ｓ自動給粉
機
減速機 M11 更新

M11 更新

M3 減速機更新

M10 減速機更新

M2 ﾗｲﾅｰ板
ﾗｾﾝｶﾞｲﾄﾞ

M10 ﾗｲﾅｰ板
ﾗｾﾝｶﾞｲﾄﾞ

M2 ﾗｲﾅｰ板1枚
ﾗｾﾝｶﾞｲﾄﾞ1枚

M11 ﾗｲﾅｰ板4枚
ﾗｾﾝｶﾞｲﾄﾞ4枚

M8 ｽｸﾘｭｰ羽根切
断

M10 ﾗｲﾅｰ板 ・ﾗｾ
ﾝｶﾞｲﾄﾞ・当
板

M11 ﾗｲﾅｰ板
ﾗｾﾝｶﾞｲﾄﾞ

M10 ﾗｲﾅｰ板
ﾗｾﾝｶﾞｲﾄﾞ

M9 減速機更新 M11 ﾗｲﾅｰ板
ﾗｾﾝｶﾞｲﾄﾞ

M8 ｽｸﾘｭｰ羽根切
断

M10 ﾗｲﾅｰ板
ﾗｾﾝｶﾞｲﾄﾞ

M11 ﾗｲﾅｰ板
ﾗｾﾝｶﾞｲﾄﾞ

M12 ﾁｪｰﾝ･ｽﾌﾟﾛｹｯ
ﾄ･軸受

M8 ﾋﾟﾝ取替 M10 ﾁｪｰﾝ張り調
整

M5
M10

Ｓ上部ﾍﾞﾝﾄ
搬送側ｹｰｼﾝ
ｸﾞ・減速
機・チェー
ン・下部ﾍﾞﾝ
ﾄ中板・駆動
用ﾎｲｰﾙ

M12 Ｓ上部ﾍﾞﾝﾄ
上側ｹｰｼﾝｸﾞ

M12 更新

M12 Ｓ表面床ク
ラック補修

外気取入口
取替2箇所・
脱臭ﾀﾞﾝﾊﾟｰ

M1 ｸﾎﾞﾀと目視
確認OK 中
の上

M1
M2

MB取替
Ｓ

M1 Ｓ M9M1
M2

ﾀｲﾐﾝｸﾞｷﾞﾔS
MB取替

M1 本体更新 M12 Ｓ M12 Ｓ M12 Ｓ M12 Ｓ M11
M2

Ｓ
ﾓｰﾀｰ更新

M12 Ｓ M12 Ｓ

M1
M2

MB取替
吸込ﾊﾞﾙﾌﾞ

M8
M1

吸込配管取
替
逆止弁ｴｷｽﾊﾟ

M1 Ｓ M12 Ｓ M2 MB取替 M12 Ｓ M12 Ｓ

M1
M2

MB取替
本体更新
吸込ﾊﾞﾙﾌﾞ

M8 吸込配管取
替

M1 Ｓ逆止弁・ｴ
ｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝ

M12 Ｓ M12 Ｓ M11 Ｓﾀｲﾐﾝｸﾞｷﾞﾔ M12 Ｓ

M2 Ｓ M1 Ｓ吐出ﾊﾞﾙﾌﾞ M12
M1

ﾐｽﾄｾﾊﾟﾚｰﾀ取
替
Ｓ

M1 Ｓ M12 Ｓ Vﾌﾟｰﾘｰ M12
M12

Ｓ安全弁
MB取替

M12 Ｓ ﾓｰﾀｰ更新 M12 Ｓ M11 Ｓ M12 Ｓｲﾝﾊﾞｰﾀ更
新
55kW→45kW

M12 Ｓ

M2 Ｓ M1 Ｓ吐出ﾊﾞﾙﾌﾞ M12 Ｓ M12 MB取替 M12 Ｓ M11 Ｓ M12
M12

Ｓｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝ
吐出配管

M1 Ｓ吐出ﾊﾞﾙ
ﾌﾞ・ﾌﾟｰﾘｰ

M1 Ｓ M12 Ｓ M12 Ｓ M12 Ｓ M12 吐出配管

M1 MB取替 M1 Ｓｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝ M1 Ｓ M12 Ｓ M2 MB取替 M12 Ｓｻｲﾚﾝｻｰ M12 Ｓ
ﾓｰﾀｰ更新



整備履歴

設備 工程 設 備 機 器 備 考TAG No.

ブロワ M 433 B-2 No.2逆洗用ブロワー

ブロワ M 513 B 除鉄逆洗用ブロワー

散気 M 201 A-1 No.1-1第一撹拌槽撹拌装置

散気 M 201 A-2 No.1-2第一撹拌槽撹拌装置

散気 M 201 A-3 No.1-3第一撹拌槽撹拌装置

散気 M 202 A-1 No.1-1第一曝気槽撹拌装置

散気 M 202 A-2 No.1-2第一曝気槽撹拌装置

散気 M 202 A-3 No.1-3第一曝気槽撹拌装置

散気 M 211 V No.1第一撹拌槽空気調節弁 ﾊﾞﾀﾌﾗｲ

散気 M 212 V No.1第一曝気槽空気調節弁 ﾊﾞﾀﾌﾗｲ

散気 M 213 V No.1第二曝気槽空気調節弁 ﾊﾞﾀﾌﾗｲ

ポンプ M 203 P-1 No.1-1硝化液循環ポンプ

ポンプ M 203 P-2 No.1-2硝化液循環ポンプ

ポンプ M 206 P-1 No.1-1返送汚泥ポンプ

ポンプ M 206 P-2 No.1-2返送汚泥ポンプ

ポンプ M 207 P-1 No.1-1余剰汚泥ポンプ

ポンプ M 207 P-2 No.1-2余剰汚泥ポンプ

処理 M 362 P-1 No.1スカムポンプ

処理 M 362 P-2 No.2スカムポンプ

処理 M 372 P-1 No.1アルカリ注入ポンプ

処理 M 372 P-2 No.2アルカリ注入ポンプ

処理 M 373 P-1 No.1アルコール注入ポンプ

処理 M 373 P-2 No.2アルコール注入ポンプ

処理 M 205 M No.1沈澱槽汚泥掻寄機

処理 M 711 M No.1濃縮槽汚泥掻寄機

処理 X 399 T-3 アルカリ貯槽

処理 X 399 T-4 酸貯槽

生
物
処
理
設
備

Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度

M2 Ｓ T1 ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝ M1
M2

Ｓ
MB取替

M12 Ｓ M12 Ｓ M11
M2

Ｓ
ﾓｰﾀｰ更新

M12 Ｓﾀｲﾐﾝｸﾞｷﾞﾔ M12 Ｓ

M2 Ｓ M1 Ｓ M12 Ｓ M12 MB取替 M12 Ｓ

M7

M12

Ｓ･水中ｹｰﾌﾞ
ﾙ･歯車・出
力軸・MB取
替

M9 Ｓ･MB取替 M11 Ｓ･MB･減速
機B取替

M6 休止

M7 Ｓ･水中ｹｰﾌﾞ
ﾙ･歯車・出
力軸・MB取
替

M9 Ｓ･MB取替 M11 Ｓ･MB･減速
機B取替

M1 Ｓ･更新
型式F-55

M7 Ｓ･水中ｹｰﾌﾞ
ﾙ･歯車・出
力軸・MB取
替

M9 Ｓ･MB取替 M11 Ｓ･MB･減速
機B取替

M11 Ｓ･更新
型式F-55

M7 Ｓ･水中ｹｰﾌﾞ
ﾙ･MB取替･

M8 Ｓ･歯車・出
力軸･MB取替

M2 Ｓ･更新
型式F-55

M7 Ｓ･水中ｹｰﾌﾞ
ﾙ･MB取替･

M2 配管取替 M8 Ｓ･歯車・出
力軸･MB取替

M11 Ｓ･更新
型式F-55

M7 Ｓ･水中ｹｰﾌﾞ
ﾙ･MB取替･

M8 Ｓ･歯車・出
力軸･MB取替

M2 Ｓ･更新
型式F-55

M3 弁体取替 M6 配管取替 M9 弁体取替 M12 Ｓ ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕ
ﾆｯﾄ

M3 弁体取替 M7 配管取替 M12 Ｓ ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕ
ﾆｯﾄ

M1 Ｓ･軸S・ﾊﾟｯ
ｷﾝ箱Ⅱ

M1 Ｓ・ｹｰｼﾝ
ｸﾞ・ｻｸｼｮﾝｶ
ﾊﾞｰ･軸S･PB

M1 Ｓ・羽根
車・Vﾌﾟｰﾘｰ･
軸S

M2 Ｓ・軸S･PB
MB取替

M1 Ｓ軸ｽﾘｰﾌﾞ

M1 Ｓ･軸S・ﾊﾟｯ
ｷﾝ箱Ⅰ・ﾊﾟｯ
ｷﾝ箱Ⅱ

M1 Ｓ･軸S･PB M1 軸S･ｻｸｼｮﾝｶ
ﾊﾞｰ・取替

M1

M3

Ｓ・Vﾌﾟｰﾘｰ･
軸S
MB取替

M1 Ｓ･軸S･PB

M1 Ｓ･軸S M1 Ｓ･軸S･PB M1 Ｓ軸S･羽根
車取替

M1 Ｓ M2 Ｓ･軸S･PB・
ｹｰｼﾝｸﾞ
MB取替

M1 Ｓ･軸S・ﾊﾟｯ
ｷﾝ箱Ⅰ

M1 Ｓ･軸S・ﾊﾟｯ
ｷﾝ箱Ⅰ・ﾊﾟｯ
ｷﾝ箱Ⅱ・ﾌﾟｰ

M1 Ｓ･ｹｰｼﾝｸﾞ･
軸S･PB

M1 軸S M1 Ｓ･ｹｰｼﾝｸﾞ･
軸S

M1 Ｓ主軸・PB

M1 軸S･Mｼｰﾙ M1 軸S･Mｼｰﾙ･PB
取替

M2 軸S･Mｼｰﾙ
MB取替

M1 更新(ﾓｰﾀｰ除
く)

M1 軸S･Mｼｰﾙ･ｹｰ
ｼﾝｸﾞ

M1 軸S･Mｼｰﾙ･PB
取替

M1 軸S･Mｼｰﾙ･M
ｼｰﾙﾎﾞｯｸｽ取
替

M1 更新

M12 Ｓ・PB取替 M10 Ｓ・PB取替 M12 Ｓ・PB取替 M1 Ｓ主軸･PB取
替

M12 Ｓ･主軸･PB
取替

M10 Ｓ・PB取替 M12 Ｓ・PB取替 M2 Ｓ・PB取替

M3 Sﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ・
ﾊﾞﾙﾌﾞセット

M3 Ｓ M1 Sﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ・
ﾊﾞﾙﾌﾞセット

M9 Sｽｶﾑﾚｰｷ先端
受部・ﾚｰｷﾛｰ
ﾗｰ・ﾀﾞﾝﾊﾟｰ
用ﾛｰﾗｰ・ｼｬﾌ
ﾄ・軸受

M10 中間軸・
シャフト上
部

M9 ｽｶﾑﾚｰｷﾌﾞﾚｰ
ﾄﾞ・ｶﾑﾌﾟﾚｰﾄ

M2 ﾚｰｷ&ﾌﾞﾚｰ
ﾄﾞ・ｼｬﾌﾄ下
部・ｽﾃｰ・水
中軸受

M2 Ｓ更新
(ﾀﾝｸ6m3)

M12 搬入配管更
新

M12 搬入配管更
新



整備履歴

設備 工程 設 備 機 器 備 考TAG No.

処理 X 399 T-5 次亜塩素酸ナトリウム貯槽

処理 X 299 T-20 １系濃縮槽

処理 X 399 T-30 ２系濃縮槽

給水 M 501 P-2 No.2井戸ポンプ

給水 M 501 P-3 No.3井戸ポンプ

給水 X 510 -1 No.1除鉄塔

給水 X 510 -2 No.2除鉄塔

給水 M 511 P-1 No.1除鉄原水ポンプ

給水 M 511 P-2 No.2除鉄原水ポンプ

給水 M 511 P-3 No.3除鉄原水ポンプ

給水 M 512 P-1 No.1除鉄逆洗ポンプ

給水 M 512 P-2 No.2除鉄逆洗ポンプ

給水 M 514 CP-1 No.1除鉄計装用ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

給水 M 514 CP-2 No.2除鉄計装用ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

給水 M 515 P-1 No.1雑用水ポンプ

給水 M 515 P-2 No.2雑用水ポンプ

給水 M 521 P-1 No.1ＰＡＣ注入ポンプ

給水 M 521 P-2 No.2ＰＡＣ注入ポンプ

給水 M 521 P-3 No.3ＰＡＣ注入ポンプ

給水 M 522 P-1 No.1除鉄用次亜塩注入ﾎﾟﾝﾌﾟ

給水 M 522 P-2 No.2除鉄用次亜塩注入ﾎﾟﾝﾌﾟ

給水 M 522 P-3 No.3除鉄用次亜塩注入ﾎﾟﾝﾌﾟ

給水 X 599 T-1 雑用水圧力タンク

給水 X 599 T-3 処理水再利用圧力タンク

給水 除鉄原水槽

給水 除鉄処理水槽

高度 M 444 P-1 No.1逆洗排水ポンプ

給
水
設
備

Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度

M12 Ｓ更新
(ﾀﾝｸ4m3)

M12 搬入配管更
新

M10 取替35.75m M9 取替35.75m

M10 井戸清掃・
ﾎﾟﾝﾌﾟ取替
17.5ｍ・井
戸筒挿入

M2 ろ過材
取出清掃

M1 ろ過材
取出清掃

M2 ろ過材
取出清掃

M2 ろ過材
取出清掃

M6 ろ過材
取出清掃

M2 ろ過材
取出清掃

M1 ろ過材
取出清掃

M2 ろ過材
取出清掃

M1 ろ過材
取出清掃

M2 ろ過材
取出清掃

M2 ろ過材
取出清掃

M2 ろ過材
取出清掃

M5 原水配管取
替

M1 ろ過材
取出清掃

M2 Ｓ･ｲﾝﾍﾟﾗ・ﾗ
ｲﾅｰR･ﾌﾞﾗｹｯﾄ

M1 取替 M6 更新 M2 Ｓ･ｲﾝﾍﾟﾗ・
中間ｹｰｼﾝｸﾞ

M1 Ｓ･ｲﾝﾍﾟﾗ・ﾗ
ｲﾅｰR･ﾌﾞﾗｹｯﾄ

M6 更新

M2 Ｓ･ｲﾝﾍﾟﾗ・ﾗ
ｲﾅｰR･ﾌﾞﾗｹｯﾄ

M2 更新

M1 Ｓ･ﾌﾞﾗｹｯﾄ･ｲ
ﾝﾍﾟﾗ・軸
受・水中ｹｰ
ﾌﾞﾙ

M2 更新 M2 Ｓ･ﾌﾞﾗｹｯﾄ･ｲ
ﾝﾍﾟﾗ・軸
受・水中ｹｰ
ﾌﾞﾙM2 Ｓ･ﾌﾞﾗｹｯﾄ･ｲ

ﾝﾍﾟﾗ・軸
受・水中ｹｰ
ﾌﾞﾙ

M2 Ｓ･ﾌﾞﾗｹｯﾄ･ｲ
ﾝﾍﾟﾗ・軸
受・水中ｹｰ
ﾌﾞﾙ

M2 更新

M7 Ｓ M8 Ｓ M7 更新

M7 Ｓｼﾘﾝﾀﾞｰ傷
補修

M8 Ｓ M7 更新

M1 ｹｰｼﾝｸﾞ・ｲﾝ
ﾍﾟﾗ･主軸･ｽ
ﾘｰﾌﾞ

M2 Ｓ・PB・ｽﾘｰ
ﾌﾞ

M6 更新 M1 ﾗﾝﾀﾝﾘﾝｸﾞ・ｲ
ﾝﾍﾟﾗ･主軸･ｽ
ﾘｰﾌﾞ

M2 ｹｰｼﾝｸﾞ・ｲﾝ
ﾍﾟﾗ･主軸･ｽ
ﾘｰﾌﾞ

M2 ｲﾝﾍﾟﾗ･主軸･
ｽﾘｰﾌﾞ

M2 更新 M2 ﾗﾝﾀﾝﾘﾝｸﾞ・ｲ
ﾝﾍﾟﾗ･主軸･ｽ
ﾘｰﾌﾞ

M1 ﾗﾝﾀﾝﾘﾝｸﾞ・ｲ
ﾝﾍﾟﾗ･主軸･ｽ
ﾘｰﾌﾞ

M2 Ｓ M1 Ｓ M2 Ｓ M2 更新 M2 更新

M2 Ｓ M1 Ｓ M2 Ｓ M2 更新 M2 更新

M2 Ｓ M1 Ｓ M2 Ｓ M2 更新 M1 更新

M2 Ｓ･ｴｱｰ抜B M1 Ｓ･ｴｱｰ抜B M2 更新 M2 更新

M2 Ｓ･ｴｱｰ抜B M1 Ｓ･ｴｱｰ抜B M2 更新 M2 更新

M2 Ｓ･ｴｱｰ抜B M1 Ｓ･ｴｱｰ抜B M2 更新 M6 更新 M1 更新

M12 更新

M12 安全弁取替

M3 架台取替

M3 架台取替 M10 壁ｸﾗｯｸ補修

M1 MB取替 M12 Ｓ･PB取替･M
ｼｰﾙ

M10 Ｓ･羽根車･M
ｼｰﾙ・主軸・
吸込曲管・
PB取替

M12 Ｓ･Mｼｰﾙ・PB
取替

M5 電動機更新 M1 Ｓ･Mｼｰﾙ・主
軸･PB取替



整備履歴

設備 工程 設 備 機 器 備 考TAG No.

高度 M 444 P-2 No.2逆洗排水ポンプ

ポンプ M 401 P-1 No.1二次処理水移送ポンプ
VSｶｯﾌﾟﾘﾝ
ｸﾞ

ポンプ M 401 P-2 No.2二次処理水移送ポンプ
VSｶｯﾌﾟﾘﾝ
ｸﾞ

高度 M 405 P-1 No.1凝沈汚泥引抜ポンプ
VSｶｯﾌﾟﾘﾝ
ｸﾞ

高度 M 405 P-2 No.2凝沈汚泥引抜ポンプ
VSｶｯﾌﾟﾘﾝ
ｸﾞ

高度 M 411 P-1 No.1苛性ソーダ注入ポンプ
イワキ定
量ポンプ

高度 M 412 P-1 No.1硫酸バンド注入ポンプ
VSｶｯﾌﾟﾘﾝ
ｸﾞ

高度 M 412 P-2 No.2硫酸バンド注入ポンプ
VSｶｯﾌﾟﾘﾝ
ｸﾞ

高度 M 413 P-1 No.1ポリマー注入ポンプ
VSｶｯﾌﾟﾘﾝ
ｸﾞ

高度 M 413 P-2 No.2ポリマー注入ポンプ
VSｶｯﾌﾟﾘﾝ
ｸﾞ

高度 M 414 P-1 No.1次亜塩素酸ｿｰﾀﾞ注入ﾎﾟﾝﾌﾟ
VSｶｯﾌﾟﾘﾝ
ｸﾞ

高度 M 427 CP-1 No.1コンプレッサ

高度 M 427 CP-2 No.2コンプレッサ

高度 M 427 X 空気浄化装置

高度 M 427 XX オゾン発生器

高度 X 427 O3 排オゾンモニタ

高度 散気管

高度 M 429 B 二次処理水槽撹拌ブロワ

高度 M 429 P 放流水サンプリングポンプ

Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度

M12 ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ交
換ﾕﾆｯﾄ

M10 Ｓ･PB取替･M
ｼｰﾙ

M12 Ｓ･Mｼｰﾙ・PB
取替

M2

M3

Ｓ･羽根車・
Mｼｰﾙ・PB取
替
電動機更新

M1 Ｓ･PB･軸S M12 吐出配管更
新

M1

M2

Ｓ更新15kW
→5.5kW
ｻｰﾏﾙ・ﾏｸﾞﾈｯ
ﾄ電流計更新

M1

M1

Ｓ･羽根車ﾌﾗ
ﾝｼﾞ･軸S
ｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞ・
ﾁｬｯｷ取替

M3 Ｓ･PB･軸S･
主軸

M1 Ｓ･PB･軸S M12 吐出配管更
新

M1

M2

Ｓ更新15kW
→5.5kW
ｻｰﾏﾙ・電流
計更新

M1 Ｓ･羽根車ﾌﾗ
ﾝｼﾞ･軸S

M3 Ｓ･PB･ｽﾃｰ
ﾀｰ･Mｼｰﾙ･SM
ｼｰﾙ･ﾀｲﾄﾆﾝｸﾞ
ﾘﾝｸﾞ

M2 ＳDｼｬﾌﾄ分割
型・PB取替･
ST･Mｼｰﾙ･ﾛｰ
ﾀｰ

M1 Ｓ･ﾛｰﾀｰ･ｽﾃｰ
ﾀｰ

M7
M1

MB取替
Ｓ･ﾛｰﾀｰ･ｽﾃｰ
ﾀｰ・Mｼｰﾙ

M3 Ｓ･PB･ｽﾃｰ
ﾀｰ･Mｼｰﾙ･SM
ｼｰﾙ･ﾀｲﾄﾆﾝｸﾞ
ﾘﾝｸﾞ

M1 ＳDｼｬﾌﾄ分割
型・PB取替･
ST･Mｼｰﾙ･ﾛｰ
ﾀｰ

M1 Ｓ･ﾛｰﾀｰ･ｽﾃｰ
ﾀｰ

M11 Ｓ更新（ｲﾜｷ
定量ﾎﾟﾝﾌﾟ１
台に変更）

M3 Ｓ･PB取替･M
ｼｰﾙ･PAｼｰﾙ

M2 Ｓ･ST･ﾛｰ
ﾀｰ・PB取替･
Mｼｰﾙ･PAｼｰﾙ

M1 Ｓ・ST･ﾛｰ
ﾀｰ・PB･Mｼｰ
ﾙ･PAｼｰﾙ

M1 Ｓ･ﾛｰﾀｰ･ｽﾃｰ
ﾀｰ・Mｼｰﾙ

M3 Ｓ･PB取替･M
ｼｰﾙ･PAｼｰﾙ

M1 Ｓ･減速機・
ST･ﾛｰﾀｰ・PB
取替･Mｼｰﾙ･
PAｼｰﾙ

M1 Ｓ・ST･ﾛｰ
ﾀｰ・PB･Mｼｰ
ﾙ･PAｼｰﾙ

M3 Mｼｰﾙ･PB取替 M2 Ｓ･PB取替･
ST･ﾛｰﾀｰ･Mｼｰ
ﾙ

M2 ST取替 M1 Ｓ･ST･ﾛｰﾀｰ･
Mｼｰﾙ・ﾄﾞﾗｲ
ﾌﾞｼｬﾌﾄ・ｶｯ
ﾌﾟﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ

M1 電動機更新 M1 Ｓ･ST･ﾛｰﾀｰ

M3 Mｼｰﾙ･PB取替 M2 MB取替 M12 VSﾓｰﾀｰ(苛性
の旧品)取替

M1 Ｓ･ST･ﾛｰﾀｰ･
Mｼｰﾙ・ﾄﾞﾗｲ
ﾌﾞｼｬﾌﾄ・ｶｯ
ﾌﾟﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ

M3 電動機更新 M1 Ｓ･ﾛｰﾀｰ･ｽﾃｰ
ﾀｰ

M3 Mｼｰﾙ･PB取
替･ｼｰﾙｶﾊﾞｰ･
ｱﾀﾞﾌﾟﾀ

M3 Ｓ更新（ｲﾜｷ
定量ﾎﾟﾝﾌﾟ１
台に変更）

M4
M3

Ｍ
工場OH

M2 Ｓ･ｾﾊﾟﾚｰﾀ M2 Ｓ･ｾﾊﾟﾚｰﾀ M2 Ｓ･ｾﾊﾟﾚｰﾀ M12 Ｓ･ｾﾊﾟﾚｰﾀ M1 更新 M1 Ｓ･ｾﾊﾟﾚｰﾀ・
ｵｲﾙ

M1 Ｓ･ｾﾊﾟﾚｰﾀ・
ｵｲﾙ

M1 Ｓ･ｾﾊﾟﾚｰﾀ・
ｵｲﾙ

M1 Ｓ･ｾﾊﾟﾚｰﾀ・
ｵｲﾙ

M1 Ｓ･ｾﾊﾟﾚｰﾀ・
ｵｲﾙ

M3 工場OH M2 Ｓ･ｾﾊﾟﾚｰﾀ M2 Ｓ･ｾﾊﾟﾚｰﾀ M2 Ｓ･ｾﾊﾟﾚｰﾀ M12 Ｓ･ｾﾊﾟﾚｰﾀ M1 更新 M1 Ｓ･ｾﾊﾟﾚｰﾀ・
ｵｲﾙ

M1 Ｓ･ｾﾊﾟﾚｰﾀ・
ｵｲﾙ

M1 Ｓ･ｾﾊﾟﾚｰﾀ・
ｵｲﾙ

M1 Ｓ･ｾﾊﾟﾚｰﾀ・
ｵｲﾙ

M1 Ｓ･ｾﾊﾟﾚｰﾀ・
ｵｲﾙ

M6 Ｓﾄﾞﾚﾝﾕﾆｯﾄ･
ﾀﾝｸﾄﾞﾚﾝ･ｲﾝ&
ｱｳﾄﾊﾞﾙﾌﾞ組
立・ﾋﾟｽﾄﾝ組

M2 Ｓﾄﾞﾚﾝﾕﾆｯﾄ･
ﾀﾝｸﾄﾞﾚﾝ･ﾌｨﾙ
ﾀ

M2 Ｓﾄﾞﾚﾝﾕﾆｯﾄ･
ﾀﾝｸﾄﾞﾚﾝ･ﾋﾟｽ
ﾄﾝ組立・ｽﾌﾟ
ﾘﾝｸﾞ

M2 Ｓﾄﾞﾚﾝﾕﾆｯﾄ･
ﾀﾝｸﾄﾞﾚﾝ･ｲﾝ&
ｱｳﾄﾊﾞﾙﾌﾞ組
立

M12 Ｓ吸着剤・
ﾄﾞﾚﾝﾕﾆｯﾄ･ﾀﾝ
ｸﾄﾞﾚﾝ

M1 更新 M1 Ｓﾄﾞﾚﾝﾕﾆｯﾄ･
ﾏｲｸﾛｴﾚｯｻﾏﾝﾄ
ﾙ

M1 Ｓﾄﾞﾚﾝﾕﾆｯﾄ･
ﾏｲｸﾛｴﾚｯｻﾏﾝﾄ
ﾙ

M1 Ｓﾄﾞﾚﾝﾕﾆｯﾄ･
ﾏｲｸﾛｴﾚｯｻﾏﾝﾄ
ﾙ

M1 Ｓ吸着剤・
電磁弁・ﾀｲﾐ
ﾝｸﾞﾓｰﾀ・ﾄﾞﾚ
ﾝﾕﾆｯﾄ･ﾏｲｸﾛｴ

M1 Ｓﾄﾞﾚﾝﾕﾆｯﾄ･
ﾏｲｸﾛｴﾚｯｻﾏﾝﾄ
ﾙ

M3 S高電圧貫通
ﾌﾞｯｼｭ･P・
ﾋｭｰｽﾞｸﾘｯﾌﾟ

M2 S高電圧貫通
ﾌﾞｯｼｭ･P･放
電ｾﾙ

M2 S高電圧貫通
ﾌﾞｯｼｭ･P･制
御ﾕﾆｯﾄ

M2 S高電圧貫通
ﾌﾞｯｼｭ･P

M12 S高電圧ﾊﾞｰ&
ﾌﾞｯｼｭ･&ﾌｨｰ
ﾄﾞ&ｻﾎﾟｰﾄ

M1 S高電圧貫通
ﾌﾞｯｼｭ･P

M1 S高電圧貫通
ﾌﾞｯｼｭ･P

M1 S高電圧貫通
ﾌﾞｯｼｭ･P

M1 S高電圧ﾊﾞｰ&
ﾌﾞｯｼｭ･&ﾌｨｰ
ﾄﾞ&ｻﾎﾟｰﾄ

M1 S高電圧貫通
ﾌﾞｯｼｭ･P・冷
却ﾌｧﾝ

M1 S高電圧貫通
ﾌﾞｯｼｭ･P・切
換ｽｲｯﾁ

M3 Ｓ ﾗﾝﾌﾟ M2 Ｓ ﾗﾝﾌﾟ・三
方電磁弁

M10
M2

除湿機取替
Ｓ ﾗﾝﾌﾟ

M2 Ｓ ﾗﾝﾌﾟ・三
方電磁弁

M12 Ｓ ﾗﾝﾌﾟ M1 Ｓ ﾗﾝﾌﾟ M1 Ｓ ﾗﾝﾌﾟ・三
方電磁弁

M1 Ｓ ﾗﾝﾌﾟ M1 Ｓ ﾗﾝﾌﾟ・ﾊﾞ
ﾙﾌﾞｾｯﾄ

M6
M1

ｼｸﾞﾅﾙﾄﾗﾝｽﾐｯ
ﾀｰ/Sﾗﾝﾌﾟ

M1 Ｓ ﾗﾝﾌﾟ

M3 Ｓ洗浄 M2 Ｓ洗浄 M2 Ｓ洗浄 M1 Ｓ洗浄 M12 取替 M1 3槽→1槽に
使用変更

M3 B取替･ﾀｲﾐﾝ
ｸﾞｷﾞｱ･ｻｲﾚﾝ
ｻｰ芯金具・ｶ

M2 B取替･ﾀｲﾐﾝ
ｸﾞｷﾞｱ･ｻｲﾚﾝ
ｻｰ芯金具・ｶ

M8 ﾓｰﾀｰ取替

M9 取替 M5 新設



整備履歴

設備 工程 設 備 機 器 備 考TAG No.

高度 M 402 M 急速撹拌機

高度 M 403 M 緩速撹拌機

高度 M 404 M 凝沈汚泥掻寄機

高度
全窒素・全リン/ＣＯＤ自動測定装置
(ＤＫＫ)

高度 X 430 -1 No.1砂ろ過器

高度 X 430 -2 No.2砂ろ過器

ポンプ M 431 P-1 No.1砂ろ過原水ポンプ

ポンプ M 431 P-2 No.2砂ろ過原水ポンプ

ポンプ M 431 P-3 No.3砂ろ過原水ポンプ

ポンプ M 432 P-1 No.1砂ろ過逆洗ポンプ

ポンプ M 432 P-2 No.2砂ろ過逆洗ポンプ

高度 M 434 CP-1 No.1砂ろ過計装用ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

高度 M 434 CP-2 No.2砂ろ過計装用ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

高度 X 440 -1 No.1活性炭吸着塔 委託

高度 X 440 -2 No.2活性炭吸着塔 委託

高度 X 440 -3 No.3活性炭吸着塔 委託

ポンプ M 441 P-1 No.1活性炭原水ポンプ

ポンプ M 441 P-2 No.2活性炭原水ポンプ

ポンプ M 442 P-1 No.1活性炭逆洗ポンプ

ポンプ M 442 P-2 No.2活性炭逆洗ポンプ

ポンプ M 443 P-1 No.1処理水再利用ポンプ

高
度
処
理
設
備

Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度

M3 減速機更新

M3 減速機更新

M2 ｲﾝﾀｰﾅﾙｷﾞｱ･
第1､2ｽﾊﾟｰｷﾞ
ｱ･第1､2ｵﾙﾀﾞ
ﾑ･MB取替

M3 ｼﾘﾝｼﾞ･ﾎﾟﾝ
ﾌﾟ･電磁弁･
反応槽

M3 ｼﾘﾝｼﾞ･ﾎﾟﾝ
ﾌﾟ･電磁弁･
ﾋｰﾀｰ

M3 ｼﾘﾝｼﾞ･ﾎﾟﾝ
ﾌﾟ･電磁弁
負荷量演算
器更新

M2 表示ﾊﾟﾈﾙ・ｼ
ﾘﾝｼﾞ･加熱分
解槽電磁弁

M12 ｼﾘﾝｼﾞ･ﾎﾟﾝﾌﾟ
P7,8,9･ﾗﾝﾌﾞ
ﾓｼﾞｭｰﾙ

M12 ｼﾘﾝｼﾞ･電磁
弁･ﾋｰﾀ・滴
定ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ

M1 ｼﾘﾝｼﾞ･ﾎﾟﾝﾌﾟ
P7,8,9,10,
試薬P･電磁
弁

M1 ｼﾘﾝｼﾞ･電磁
弁
5.6.7.8.14

M1 加熱分解
槽・純水ﾀﾝ
ｸ･3方電磁
弁・ﾎﾟﾝﾌﾟ

M1 反応槽・ﾘ
ｻﾞｰﾊﾞｰﾀﾝｸ・
ﾊﾞｯﾌｧﾀﾝｸ

M8
M1

Ｓ業者調整
ｼﾘﾝｼﾞ･ﾎﾟﾝﾌﾟ
P7,8,9,10

M3 充填材取出
補充

M12 Ｓ充填材・
集水管取
替・FRPﾍｯ
ﾀﾞｰ管補修

M2 充填材取出
補充

M1 充填材取出
補充

M3 充填材取出
補充

M3 Ｓ充填材・ｽ
ﾄﾚｰﾅ取替・
集水管取
替・FRPﾍｯ
ﾀﾞｰ管補修

M2 充填材取出
補充

M1 充填材取出
補充

M1 Ｓ･軸S M1 Ｓ･軸S･ｲﾝﾍﾟ
ﾗ

M1 Ｓ･軸S･PB取
替

M1 Ｓ･軸S M1 Ｓ･軸S

M2
M1

Ｔ字配管取
替
Ｓ･主軸･V
ﾌﾟｰﾘｰ･軸S･
PB取替･ﾊﾟｯｷ
ﾝ箱・ﾗﾋﾞﾘﾝｽ

M1 Ｓ･軸S･ｲﾝﾍﾟ
ﾗ･ﾊﾟｯｷﾝ押え

M1 Ｓ･軸S M1 Ｓ･軸S･PB取
替

M1 Ｓ･軸S M1 Ｓ･軸S・ﾌﾟｰ
ﾘｰ

M1 Ｓ･主軸･V
ﾌﾟｰﾘｰ･軸S･
PB取替･ﾊﾟｯｷ
ﾝ箱・ﾗﾋﾞﾘﾝｽ
型

M1 Ｓ･軸S･ｲﾝﾍﾟ
ﾗ･ﾊﾟｯｷﾝ押え

M1 Ｓ･軸S M1 Ｓ･軸S･PB取
替

M1 Ｓ･軸S M1 Ｓ･軸S・ﾌﾟｰ
ﾘｰ

M2 仕切弁取替 M1 Ｓ･ﾗｲﾅR M2 吸込配管更
新

M1 Ｓ･ｹｰｼﾝｸﾞ・
ﾗｲﾅR

M1 Ｓ･ﾗｲﾅR･PB
取替

M1 Ｓ・ﾗｲﾅR取
替

M1 Ｓ･ｹｰｼﾝｸﾞ・
ﾗｲﾅR

M1
M2

Ｓ･ﾗｲﾅR
吸込配管更
新

M1 Ｓ･ﾗｲﾅR M1 Ｓ･ﾗｲﾅR・
ｼﾞｮｰｺﾞ取替

M1 Ｓ･主軸・ﾗｲ
ﾅR･PB取替

M8 Ｓ M8 Ｓｸﾗﾝｸ軸
組・ﾓｰﾄﾙ

M8 Ｓ M8 Ｓｸﾗﾝｸ軸組

M1 集水管取替 M2 活性炭再生
１回

M9 活性炭再生
１回

M2 活性炭再生
１回

M3 集水管取替･
ﾍｯﾀﾞｰ管修
理・流入配
管取替

M2 活性炭再生
１回

M10 活性炭再生
１回

M2

M3

集水管取替
活性炭再生
１回

M3 活性炭再生
１回

M1 活性炭再生
１回

M7 配管取替

M1 Ｓ･主軸･ﾗｲﾅ
R･PB

M1 Ｓ･ﾗｲﾅR M1 Ｓ･ﾗｲﾅR・MB
軸受

M1 Ｓ･主軸・ﾗｲ
ﾅR・ｼﾞｮｰ
ｺﾞ・PM取替

M1 Ｓ･ﾗｲﾅR

M1 Ｓ･ｹｰｼﾝｸﾞ・
ﾗｲﾅR

M1 Ｓ･主軸･ﾗｲﾅ
R･PB

M1 Ｓ･ﾗｲﾅR M1 Ｓ･ﾗｲﾅR･
PB・呼び水
ｼﾞｮｰｺﾞ

M1 Ｓ・ﾗｲﾅR取
替

M1 Ｓ･主軸・ﾗｲ
ﾅR･PB取替

M1
M3

Ｓ・ﾗｲﾅR
配管取替

M1 Ｓ･ｹｰｼﾝｸﾞ・
ﾗｲﾅR

M1 Ｓ･ﾗｲﾅR･PB
取替

M1 Ｓ･ﾗｲﾅR・
ｼﾞｮｰｺﾞ取替

M1 Ｓ･ｹｰｼﾝｸﾞ・
ﾗｲﾅR

M3 配管取替 M1 Ｓ･ﾗｲﾅR M1 Ｓ･ﾗｲﾅR M1 Ｓ･ﾗｲﾅR・
ｼﾞｮｰｺﾞ取替

M1 Ｓ･主軸・ﾗｲ
ﾅR･PB取替

M1
M2
M3

Ｓ･主軸･ﾗｲﾅ
R･PB・MB取
替・配管取
替

M2 吐出配管取
替

M1 Ｓ･ﾗｲﾅR M1 Ｓ･ﾗｲﾅR M1 Ｓ･主軸・ﾗｲ
ﾅR・ｼﾞｮｰ
ｺﾞ・PM取替

M1 吸込配管取
替
Ｓ･ﾗｲﾅR



整備履歴

設備 工程 設 備 機 器 備 考TAG No.

ポンプ M 443 P-2 No.2処理水再利用ポンプ

高度 X 429 T-1 硫酸バンド貯留槽

高度 X 429 T-2 硫酸バンド貯留槽

高度 X 429 T-4 苛性ソーダ希釈槽

高度 X 429 T-6 ポリマー貯留槽

高度 X 429 T-7 ポリマー貯留槽

高度 X 429 T-8 次亜塩素酸ソーダ貯留槽

高度 二次処理水槽

高度 凝集沈殿槽

脱臭 M 601 F 中濃度臭気脱臭ファン

脱臭 F-2 中濃度脱臭ダクト

ポンプ M 602 P-1 No.1酸循環ポンプ

ポンプ M 602 P-2 No.2酸循環ポンプ

ポンプ M 603 P-1 No.1アルカリ循環ポンプ

ポンプ M 603 P-2 No.2アルカリ循環ポンプ

脱臭 M 611 P-1 No.1酸注入ポンプ

脱臭 M 611 P-2 No.2酸注入ポンプ

脱臭 M 612 P-1 No.1アルカリ注入ポンプ

脱臭 M 612 P-2 No.2アルカリ注入ポンプ

脱臭 M 613 P-1 No.1次亜塩注入ポンプ

脱臭 M 613 P-2 No.2次亜塩注入ポンプ

脱臭 M 621 F-1 低濃度脱臭ファン

脱臭 X 699 T-4 酸アルカリ洗浄塔

脱臭 X 699 T-1 中濃度臭気活性炭吸着塔 委託

脱臭 X 699 T-2 No.1低濃度臭気活性炭吸着塔 委託

脱
臭
設
備

Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度

M1 Ｓ･ｹｰｼﾝｸﾞ・
ﾗｲﾅR

配管取替 M1
M2

Ｓ･主軸･ﾗｲﾅ
R･PB取替
吐出配管取
替

M1 Ｓ･ﾗｲﾅR M1 Ｓ･ﾗｲﾅR M1 Ｓ・ﾗｲﾅR取
替

M1 吸込配管取
替

M1 Ｓ･主軸・ﾗｲ
ﾅR･PB取替

M11 更新

M11 更新2ｍ3

M3 Ｓ更新
（ﾀﾝｸ100ℓ）

M12 Ｓ散気管取
替
槽清掃

M2 処理水槽バ
イパス管

M2
水路底部、
壁ｸﾗｯｸFRP補
修M3 Ｓ主軸・FB

取替･ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ･防振ゴ
ム

M3 Ｓ･FB取替･
ﾅｯﾄｶﾊﾞｰ･防
振ゴム

M2 Ｓ･MB･FB取
替・ﾅｯﾄｶﾊﾞｰ

M2 Ｓ･FB取替・
ﾅｯﾄｶﾊﾞｰ

M12 Ｓ･FB取替・
ﾅｯﾄｶﾊﾞｰ

M12 Ｓ･MB･FB取
替・ﾅｯﾄｶﾊﾞｰ

M12 Ｓ･FB取替 M12 Ｓ･FB・吐出
ﾀﾞｸﾄ取替

M12 Ｓ･MB･FB取
替

M12 Ｓ･FB・羽根
車・ﾌﾟｰﾘｰ取
替

M1 Ｓｹｰｼﾝｸﾞ吸
込ｺｰﾝ・主
軸・電動
機・FB

M2 1階処理槽上
部ﾀﾞｸﾄ取替

M1 Ｓ電動機取
替
羽根車・ﾌﾟ
ﾚｰﾄﾗｲﾅｰ･軸
S・PB取替

M1 Ｓ軸S・ｴｷｽ
ﾍﾟﾗｰﾘﾝｸﾞE

M1 Ｓ･ｼｰﾙ･軸S M1 Ｓ軸S・ｴｷｽ
ﾍﾟﾗｰ

M1 Ｓ軸S・ｴｷｽ
ﾍﾟﾗｰ

M1 Ｓ電動機取
替
ｴｷｽﾍﾟﾗｰ･軸
S・PB取替

M5 Ｓ軸S・PB取
替

M1
M1

Ｓ主軸・軸
S・PB取替
MB取替

M1 Ｓｼｰﾙ・軸
S・軸受箱
B・PB取替

M1 Ｓ軸S

M1 Ｓ電動機取
替
羽根車・ﾌﾟ
ﾚｰﾄﾗｲﾅｰ･軸
S・PB取替

M1 Ｓ･ｼｰﾙ･軸S M1 Ｓ･ｼｰﾙ･軸S M1 Ｓ軸S・ｴｷｽ
ﾍﾟﾗｰ

M1 Ｓ電動機取
替
軸S・PB取替

M1 Ｓ･ｼｰﾙ･軸S M1 Ｓｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ
ﾗｲﾅｰ、ﾌﾚｰﾑ
ﾌﾟﾚｰﾄﾗｲﾅｰ

M1 Ｓ･ｼｰﾙ･軸
S・PB取替

M1 Ｓ軸S M1 Ｓ軸S・ｴｷｽ
ﾍﾟﾗｰ

M3 Ｓ M2 Ｓ M12 更新
配管更新

M3 Ｓ M2 Ｓ M1 更新 M12 配管更新

M3 Ｓ M2 Ｓ M1 更新
配管更新

M3 Ｓ M2 Ｓ M1 更新
配管更新

M3 Ｓ M2 Ｓ M12 更新
配管更新

M3 Ｓ M2 Ｓ M1 更新 M12 配管更新

M3 Ｓ･FB取替･
ﾅｯﾄｶﾊﾞｰ･防
振ゴム

M3 Ｓ･FB取替･
ﾅｯﾄｶﾊﾞｰ･防
振ゴム

M2 Ｓ･MB･FB取
替・ﾅｯﾄｶﾊﾞｰ

M2 Ｓ･FB取替・
ﾅｯﾄｶﾊﾞｰ

M12 Ｓ･FB取替・
ﾅｯﾄｶﾊﾞｰ

M12 Ｓ･ﾌﾟｰﾘｰ･軸
受箱･MB･FB
取替・ﾀﾞｸﾄｻ
ﾎﾟｰﾄ追加

M12 Ｓ･FB取替 M12 Ｓ･FB取替 M12 Ｓ･MB･FB取
替

M12 Ｓ･FB・ﾌﾟｰ
ﾘｰ取替

M1 Ｓ主軸・電
動機・FB取
替

M3 充填材取出
清掃

M3 ｼｬﾜｰ配管・ﾉ
ｽﾞﾙ取替・充
填材取出清
掃

M2 充填材取出
清掃

M2 充填材取出
清掃

M12 ﾐｽﾄ捕集ﾏｯ
ﾄ・'充填材
取出清掃

M12 充填材取出
清掃

M12 充填材取出
清掃

M12 充填材取出
清掃・薬注
配管取替

M12 充填材取出
清掃

M12 充填材取出
清掃・FRPｸﾞ
ﾚｰﾁﾝｸﾞ取替

M12 Ｓｱﾙｶﾘ充填
材・酸ｴﾘﾐﾈｰ
ﾀ・窓・格子
等FRP補修

M2 活性炭再生 M2 活性炭再生
ﾈｯﾄ張替

M10 活性炭取替 M11 活性炭取替 M1 活性炭取替 M11 活性炭再生
ﾈｯﾄ張替

M12 活性炭再生 M11 活性炭再生
ﾈｯﾄ張替

M12 活性炭取替 M1 活性炭取替 M9 活性炭再生
ﾈｯﾄ張替



整備履歴

設備 工程 設 備 機 器 備 考TAG No.

脱臭 X 699 T-3 No.2低濃度臭気活性炭吸着塔 委託

Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度

M12 活性炭再生 M11 活性炭再生
ﾈｯﾄ張替

M12 活性炭取替 M1 活性炭取替 M9 活性炭再生
ﾈｯﾄ張替



整備履歴

設備 工程 設 備 機 器 備 考TAG No.

計装設備 中央監視制御装置

電気設備 動力変圧器No.1

電気設備 動力変圧器No.2

電気設備 コンデンサNo.1

電気設備 コンデンサNo.2

電気設備 コンデンサNo.3

電気設備 無停電電源装置蓄電池

電気設備 無停電電源装置整流器

消
火
設

備 ハロゲン化物消火設備

電
気
計
装
設
備

1Fボンベ保管
庫

Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度

M3 更新

M3 ｺﾝﾃﾞﾝｻ取替

PCBなし

M3 ｺﾝﾃﾞﾝｻ取替

PCBなし

M3 ボンベ更新



管理基準

耐用年数
（参考）

BM TBM CBM 評価方法 診断頻度

荷重試験 〇
検定公差が計量法基準
以内であること

2年/回

劣化 〇

①腐食、穴開き等著しい
劣化がないこと
②寸法計測にて基準値
以内であること

3年/回

システム動作状況 〇 動作不良のないこと 1～2年/回

システム老朽化 〇 故障頻度が高くないこと

〇
OS・ソフトのメーカの保守
部品供給が可能な期間
であること。

受入自動扉 腐食・変形 〇
①著しい腐食変形がない
こと
②正常に開閉すること

3年/回 15～20年

受入口 腐食・変形 〇
①著しい腐食変形がない
こと
②正常に動作すること

2～3年/回 7～10年

清掃残砂受入槽 腐食・摩耗 〇
著しい腐食、剥離がない
こと

2～3年/回 7～10年

上澄液移送ポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

沈砂洗浄装置 腐食・摩耗 〇
腐食、穴開き等著しい劣
化がないこと

2～3年/回 7～10年

沈砂洗浄ブロワ 腐食・摩耗 〇

①著しい発錆、腐食のな
いこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

沈砂水切コンベヤ 腐食・摩耗 〇
著しい発錆、腐食、摩耗
のないこと

2～3年/回 7～10年

沈砂移送コンベヤ 腐食・摩耗 〇
著しい発錆、腐食、摩耗
のないこと

2～3年/回 7～10年

替刃 摩耗 〇 著しい摩耗がないこと 2～3年/回 7～10年

ケーシング 腐食 〇
著しい減肉、破孔がない
こと

2～3年/回 7～10年

ドラムスクリーン 腐食・摩耗劣化 〇

①著しい発錆、腐食のな
いこと
②性能が低下していない
こと

1～2年/回 7～10年

スクリュープレス 腐食・摩耗劣化 〇

①著しい発錆、腐食のな
いこと
②性能が低下していない
こと

1～2年/回 7～10年

温水洗浄装置 腐食 〇
温水漏れ・腐食・変形・亀
裂のないこと

2～3年/回 10～15年

し渣コンベヤ 腐食・摩耗 〇
著しい発錆、腐食、摩耗
のないこと

2～3年/回 7～10年

散気管 腐食 〇 正常に散気していること 3年/回 7～10年

貯留槽撹拌ブロワ 摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

保全方式

データ処理装置

計量器本体 15～20年

5～7年
1～2年/回

管理基準
対象箇所 診断項目

受
入
貯
留
設
備

工程 設備機器

貯留槽散気装置

計量器

沈砂除去装置

破砕機

きょう雑物除去装置



耐用年数
（参考）

BM TBM CBM 評価方法 診断頻度

し尿投入ポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

浄化槽汚泥
投入ポンプ

腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

散気装置 劣化 〇 正常に散気していること 3年/回 7～10年

曝気ブロワ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

1～3年/回 7～10年

撹拌ブロワ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

メタノール
地下タンク

劣化 〇
メタノール漏れ・変形・亀
裂のないこと

3年/回 10～15年

メタノール
注入ポンプ

劣化、腐食 〇 異常音・振動がないこと 3年/回 7～10年

硝化液循環ポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

沈殿槽汚泥掻寄機 腐食・摩耗 〇
著しい腐食、摩耗のない
こと

3年/回 10～15年

返送汚泥ポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

余剰汚泥ポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

スカム除去装置 スカムポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

3年/回 7～10年

BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

保全方式 管理基準
対象箇所 診断項目

撹拌槽・曝気槽

メタノール注入装置

生
物
処
理
設
備

し尿等投入設備

工程 設備機器



耐用年数
（参考）

BM TBM CBM 評価方法 診断頻度
凝集沈殿槽汚泥搔
寄機

腐食・摩耗 〇
著しい腐食、摩耗のない
こと

3年/回 10～15年

凝集汚泥引抜ポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

オゾン発生装置 劣化、腐食 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②著しい劣化、腐食がな
いこと

1年/回 7～10年

オゾン反応槽
散気装置

劣化 〇 正常に散気していること 3年/回 7～10年

空気浄化装置 劣化、腐食 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

1年/回 7～10年

コンプレッサー 劣化、腐食 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

1年/回 7～10年

排オゾン処理装置 劣化、腐食 〇
排オゾン濃度が管理値以
内であること

1年/回 7～10年

砂ろ過原水ポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

砂ろ過器 腐食・変形 〇 著しい腐食変形がないこ 2～3年/回 10～15年

砂ろ過逆洗ポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

逆洗用ブロワー 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

活性炭原水ポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

活性炭吸着塔 腐食・変形 〇 著しい腐食変形がないこ 2～3年/回 10～15年

活性炭逆洗ポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

高度処理用
コンプレッサー

腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

活性炭搬出入装置 腐食・摩耗 〇 3年/回 10～15年
処理水再利用タンク 腐食・変形 〇 著しい腐食変形がないこ 3年/回 10～15年

処理水再利用ポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

耐用年数
（参考）

BM TBM CBM 評価方法 診断頻度
窒素・燐・ＣＯＤ自動

測定装置
劣化、腐食 〇

①故障頻度が高くないこ
と

1年/回 7～10年

放流水サンプリング
ポンプ

腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

3年/回 7～10年

放流用次亜
注入ポンプ

劣化、腐食 〇
異常音・振動がないこと

3年/回 7～10年

BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

管理基準

放
流
設
備

工程 設備機器 対象箇所 診断項目
保全方式

管理基準

高
度
処
理
設
備

オゾン処理設備

砂ろ過設備

活性炭吸着設備

再利用設備

工程 設備機器 対象箇所 診断項目
保全方式



耐用年数
（参考）

BM TBM CBM 評価方法 診断頻度

濃縮槽汚泥搔寄機 腐食・摩耗 〇
著しい腐食、摩耗のない
こと

3年/回 10～15年

濃縮汚泥移送ポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

脱水機 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②内部に傷・摩耗がない
こと
③性能が低下していない
こと

1～2年/回 7～10年

汚泥供給ポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

ろ布洗浄ポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

分離液移送ポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

ポリマー溶解装置 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②内部に傷・摩耗がない
こと

3年/回 7～10年

ポリマー溶解槽 劣化 〇
薬品漏れ・変形・亀裂の
ないこと

3年/回 10～15年

ポリマー注入ポン 腐食・摩耗 〇 異常音・振動がないこと 3年/回 7～10年

汚泥搬送コンベヤ 腐食・摩耗 〇
著しい発錆、腐食、摩耗
のないこと

2～3年/回 7～10年

中間取り出しコン
ベア

腐食・変形 〇
著しい腐食変形がないこ
と

2～3年/回 7～10年

中間ホッパ 腐食・摩耗 〇
著しい発錆、腐食、摩耗
のないこと

2～3年/回 7～10年

BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

耐用年数
（参考）

BM TBM CBM 評価方法 診断頻度

中濃度ファン 異音・振動・腐食 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

1～2年/回 7～10年

酸・アルカリ洗浄
塔

劣化、腐食 〇
臭気漏れ・変形・亀裂の
ないこと

3年/回 10～15年

酸循環ポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

3年/回 7～10年

アルカリ循環ポン
プ

腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

3年/回 7～10年

酸注入ポンプ 劣化、腐食 〇 異常音・振動がないこと 3年/回 7～10年
アルカリ注入ポン 劣化、腐食 〇 異常音・振動がないこと 3年/回 7～10年
次亜塩注入ポンプ 劣化、腐食 〇 異常音・振動がないこと 3年/回 7～10年
中濃度活性炭吸

着塔
劣化、腐食 〇

臭気漏れ・変形・亀裂の
ないこと

2～3年/回 10～15年

低濃度ファン 異音・振動・腐食 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

1～2年/回 7～10年

低濃度活性炭吸
着塔

劣化・腐食 〇
臭気漏れ・変形・亀裂の
ないこと

2～3年/回 10～15年

BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

管理基準

汚
泥
処
理
設
備

汚泥脱水設備

搬出設備

工程 設備機器 対象箇所 診断項目
保全方式

汚泥濃縮設備

管理基準

脱
臭
設
備

中濃度臭気脱臭設
備

低濃度臭気脱臭設備

工程 設備機器 対象箇所 診断項目
保全方式



耐用年数
（参考）

BM TBM CBM 評価方法 診断頻度

井戸ポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

3年/回 7～10年

除鉄塔 変形、腐食 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 10～15年

除鉄原水ポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

3年/回 7～10年

除鉄逆洗ポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

3年/回 7～10年

除鉄計装用ｺﾝﾌﾟ
ﾚｯｻｰ

腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

2～3年/回 7～10年

雑用水ポンプ 腐食・摩耗 〇

①異常音・振動・発熱が
ないこと
②性能が低下していない
こと

3年/回 7～10年

ＰＡＣ注入ポンプ 劣化、腐食 〇 異常音・振動がないこと 3年/回 7～10年
除鉄用次亜塩注

入ﾎﾟﾝﾌﾟ
劣化、腐食 〇 異常音・振動がないこと 3年/回 7～10年

雑用水圧力タンク 腐食・変形 〇 著しい腐食変形がないこ 2～3年/回 10～15年
BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

耐用年数
（参考）

BM TBM CBM 評価方法 診断頻度

高圧受配電設備 高圧受電盤 〇 1年/回 10～15年

高圧配電盤 〇 1年/回 10～15年
高圧進相コンデン

サ
〇 1年/回 10～15年

高圧変圧器 変圧器本体
外観点検、増締め

異常診断
〇

①絶縁抵抗測定による絶
縁抵抗値が管理値以上
であること
②絶縁油劣化試験

1年/回 10～15年

低圧配電設備
200Ｖ用動力主幹

盤
〇 1年/回 10～15年

照明用単相主幹
盤

〇 1年/回 10～15年

その他の配電盤 〇 1年/回 10～15年

低圧動力設備 動力制御盤 〇 1～2年/回 10～15年

現場制御盤 〇 1～2年/回 10～15年

現場操作盤 〇 1～2年/回 10～15年

中央監視操作盤 本体 動作確認 〇 動作が正常であること 1～2年/回 10～15年
データロガ設備 機能点検 〇 機能が正常であること 1～2年/回 7～10年

無停電電源設備 直流電源装置
絶縁抵抗測定
バッテリー点検

〇

①絶縁抵抗測定による絶
縁抵抗値が管理値以上
であること
②バッテリー特性が正常
であること

1年/回 10～15年

計測設備 流量計 〇 機能が正常であること 1～2年/回 7～10年

液位計 〇 機能が正常であること 1～2年/回 7～10年

pH、DO、ORP、
MLSS、温度計

〇 機能が正常であること 1～2年/回 7～10年

BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

管理基準

給
水
設
備

給水設備（除鉄装
置）

工程 設備機器 対象箇所 診断項目
保全方式

管理基準

①絶縁抵抗測定による絶
縁抵抗値が管理値以上
であること
②動作が正常であること

①絶縁抵抗測定による絶
縁抵抗値が管理値以上
であること
②動作が正常であること

①絶縁抵抗測定による絶
縁抵抗値が管理値以上
であること
②動作が正常であること

電
気
計
装
設
備

工程 設備機器 対象箇所 診断項目
保全方式

外観点検、増締め
操作機構点検
接地線点検
遮断器試験
継電器試験
絶縁診断

遮断器試験
継電器試験
絶縁診断

絶縁抵抗測定
遮断器試験

機能点検
計器調整
部品交換



耐用年数
（参考）

BM TBM CBM 評価方法 診断頻度

配管関係 腐食・摩耗 〇
①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がないこと

3年/回 10～15年

弁関係 腐食・摩耗 〇
①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がないこと

3年/回 10～15年

自動弁関係 腐食・摩耗 〇

①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がなく、性状に動
作すること

2～3年/回 7～10年

配管関係 腐食・摩耗 〇
①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がないこと

3年/回 10～15年

弁関係 腐食・摩耗 〇
①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がないこと

3年/回 10～15年

自動弁関係 腐食・摩耗 〇

①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がなく、性状に動
作すること

2～3年/回 7～10年

配管関係 腐食・摩耗 〇
①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がないこと

3年/回 10～15年

弁関係 腐食・摩耗 〇
①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がないこと

3年/回 10～15年

自動弁関係 腐食・摩耗 〇

①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がなく、性状に動
作すること

2～3年/回 7～10年

配管関係 腐食・摩耗 〇
①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がないこと

3年/回 10～15年

弁関係 腐食・摩耗 〇
①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がないこと

3年/回 10～15年

自動弁関係 腐食・摩耗 〇

①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がなく、性状に動
作すること

2～3年/回 7～10年

配管関係 腐食・摩耗 〇
①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がないこと

3年/回 10～15年

弁関係 腐食・摩耗 〇
①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がないこと

3年/回 10～15年

自動弁関係 腐食・摩耗 〇

①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がなく、性状に動
作すること

2～3年/回 7～10年

配管関係 腐食・摩耗 〇
①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がないこと

3年/回 10～15年

弁関係 腐食・摩耗 〇
①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がないこと

3年/回 10～15年

自動弁関係 腐食・摩耗 〇

①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がなく、性状に動
作すること

2～3年/回 7～10年

配管関係 腐食・摩耗 〇
①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がないこと

3年/回 10～15年

弁関係 腐食・摩耗 〇
①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がないこと

3年/回 10～15年

自動弁関係 腐食・摩耗 〇

①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がなく、性状に動
作すること

2～3年/回 7～10年

管理基準

配
管
設
備

配管設備
（し尿系統）

配管設備
（汚水系統）

配管設備
（汚泥系統）

配管設備
（空気系統）

配管設備
（薬品系統）

配管設備
（給水系統）

配管設備
（排水系統）

工程 設備機器 対象箇所 診断項目
保全方式



配管関係 腐食・摩耗 〇
①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がないこと

3年/回 10～15年

弁関係 腐食・摩耗 〇
①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がないこと

3年/回 10～15年

自動弁関係 腐食・摩耗 〇

①著しい摩耗、腐食がな
いこと
②漏液がなく、性状に動
作すること

2～3年/回 7～10年

BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

耐用年数
（参考）

BM TBM CBM 評価方法 診断頻度

土木設備 屋根防水 劣化 〇
著しい漏水、変形がない
こと 3年/回 10～15年

水槽防食 劣化、腐食 〇
著しい漏水、剥離がない
こと 3年/回 10～15年

水槽漏水 劣化 〇
著しい漏水、クラックがな
いこと 3年/回 20～30年

水槽防食 劣化、腐食 〇
著しい漏水、剥離がない
こと 3年/回 10～15年

水槽漏水 劣化 〇
著しい漏水、クラックがな
いこと 3年/回 20～30年

水槽防食 劣化、腐食 〇
著しい漏水、剥離がない
こと 3年/回 10～15年

水槽漏水 劣化 〇
著しい漏水、クラックがな
いこと 3年/回 20～30年

水槽防食 劣化、腐食 〇
著しい漏水、剥離がない
こと 3年/回 10～15年

水槽漏水 劣化 〇
著しい漏水、クラックがな
いこと 3年/回 20～30年

給排水設備 腐食・摩耗 〇
著しい摩耗、腐食がない
こと 3年/回 7～10年

空調設備 腐食・摩耗 〇
著しい摩耗、腐食がない
こと 3年/回 7～10年

暖房設備 劣化、腐食 〇
著しい摩耗、腐食がない
こと 3年/回 7～10年

衛生設備 劣化、腐食 〇
著しい腐食、劣化がない
こと 3年/回 7～10年

照明設備 劣化、腐食 〇
著しい腐食、劣化がない
こと 3年/回 7～10年

消防設備 劣化、消耗 〇
著しい摩耗、腐食がない
こと

消防法に
よる

消防法による

建具 劣化、腐食 〇
著しい腐食、変形がない
こと 3年/回 15～20年

シャッター 劣化、腐食 〇
著しい腐食、変形がない
こと 3年/回 15～20年

BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

管理基準

土木設備、水槽
（下団紡織設計標準

仕様、Ｄ種）

土木設備、水槽
（下団紡織設計標準

仕様、Ｃ種）

土木設備、水槽
（下団紡織設計標準

仕様、Ｂ種）

土木設備、水槽
（下団紡織設計標準

仕様、Ａ種）

建築設備

工程 設備機器 対象箇所 診断項目
保全方式

配管設備
（臭気系統）



延命化対策の目標

Ａ 延命化の目標年 令和13年度

設定理由 し尿処理施設への搬入量が減り、必要能力が処理能力の１／３になり、施設が過大になってくる時期である。また、

隣接する八帖クリーンセンターごみ処理施設が令和12年に休止し、広域ごみ処理施設（西尾市）が稼働するため、

その時期に集約化できるように延命化の目標年を設定した。

地域における類似施設との集約化の可能性

他市のし尿処理施設と広域化する可能性は少ない

地域における類似施設一覧
市町村名 施設名称 処理能力 稼働予定期間

豊田市 砂川衛生プラント 200kℓ/日 H7～

豊田市 逢妻衛生プラント 350kℓ/日 S58～

安城市
環境クリーンセンター

し尿処理施設
102kℓ/日

S61使用開始
H28下水道放流施設改造～

西尾市 浄化センター 154kℓ/日 H22～



主要設備・機器の劣化予測と整備計画

R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
計量器本体 整備 15 H21 3 〇

データ処理装置 整備 7 H30 4 〇

受入自動扉 整備 3 H30 3 〇 〇 〇 〇

受入口 整備 － 3

清掃残砂受入槽 補修 － H18 3

上澄液移送ポンプ 整備 15 H18 3 〇

沈砂洗浄装置 整備 15 H18 3 〇

沈砂洗浄ブロワ 整備 15 H18 3 〇

沈砂水切コンベヤ 整備 10 H25 3 〇

沈砂移送コンベヤ 整備 10 H25 3 〇

No.1 整備 2 H30 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

No.2 整備 2 H29 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

No.3 整備 2 H30 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

No.4 整備 2 H30 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

No.1 整備 10 H27 2 〇

No.2 整備 10 H26 2 〇

No.3 整備 10 H26 2 〇

No.4 整備 10 H27 2 〇

し尿 整備 2 H29 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

浄化1 整備 2 H29 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

浄化2 整備 2 H30 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

し尿 整備 2 H29 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

浄化1 整備 2 H29 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

浄化2 整備 2 H30 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

温水洗浄装置 整備 15 H10 2 〇

No.1 整備 10 H17 2 〇 〇

No.2 整備 7 H26 2 〇 〇

散気管 整備 － 2

貯留槽撹拌ブロワ 整備 2 H30 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇
健全度1～4

4 支障なし
3 軽微な劣化があるが、機能に支障なし
2 劣化が進んでいるが、機能回復が可能である
1 劣化が進み、機能回復が困難である

R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

No.1 整備 3 H28 2 〇 〇 〇 〇

No.2 整備 3 H28 2 〇 〇 〇 〇

No.1 整備 3 H28 2 〇 〇 〇 〇

No.2 整備 3 H29 2 〇 〇 〇 〇

No.2 整備 3 H30 2 〇 〇 〇 〇

No.3 整備 3 H29 2 〇 〇 〇 〇

No.1 整備 3 H28 2 〇 〇 〇 〇

No.2 整備 3 H29 2 〇 〇 〇 〇

No.3 整備 3 H28 2 〇 〇 〇 〇

No.1 整備 1 H30 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

No.2 整備 2 H30 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

No.3 整備 2 H29 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

No.1 整備 2 H29 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

No.2 整備 2 H30 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

メタノール
地下タンク

整備 3 H28 3 〇 〇 〇 〇

No.1 整備 10 H21 2 〇 〇

No.2 整備 10 H23 2 〇

No.1 整備 3 H30 2 〇 〇 〇 〇

No.2 整備 3 H29 2 〇 〇 〇 〇

沈殿槽汚泥掻寄機 整備 3 H29 2 〇 〇 〇 〇

No.1 整備 3 H29 2 〇 〇 〇 〇

No.2 整備 3 H28 2 〇 〇 〇 〇

No.1 整備 3 H30 2 〇 〇 〇 〇

No.2 整備 3 H29 2 〇 〇 〇 〇

No.1 整備 3 H30 2 〇 〇 〇 〇

No.2 整備 3 H28 2 〇 〇 〇 〇
健全度1～4

4 支障なし
3 軽微な劣化があるが、機能に支障なし
2 劣化が進んでいるが、機能回復が可能である
1 劣化が進み、機能回復が困難である

生
物
処
理
設
備

撹拌槽・曝気槽

撹拌ブロワ

曝気ブロワ

し尿等投入設備
浄化槽汚泥
投入ポンプ

し尿投入ポンプ

スカム除去装置 スカムポンプ

余剰汚泥ポンプ

返送汚泥ポンプ

硝化液循環ポンプ

メタノール注入装置
メタノール
注入ポンプ

撹拌槽撹拌装置

曝気槽撹拌装置

貯留槽散気装置

工程 設備機器
整備の
分類

今後の整備計画整備
周期

前回
整備

健全
度

備考

受
入
貯
留
設
備

計量器

沈砂除去装置

破砕機

きょう雑物除去装置

対象箇所

ケーシング

替刃

ドラムスクリーン

スクリュープレス

し渣コンベヤ

工程 設備機器
整備の
分類

今後の整備計画前回
整備

整備
周期

健全
度

備考対象箇所



R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
凝集沈殿槽汚泥
搔寄機

整備 10 H21 2 R3.休止（下水道接続）

No.1 整備 3 H30 2 R3.休止

No.2 整備 3 H28 2 R3.休止

オゾン発生装置 整備 1 H30 2 〇 R3.休止

オゾン反応槽
散気装置

整備 3 H24 2 R3.休止

空気浄化装置 整備 1 H30 2 〇 R3.休止

No.1 整備 1 H30 2 〇 R3.休止

No.2 整備 1 H30 2 〇 R3.休止

排オゾン処理装置 整備 1 H30 2 〇 R3.休止

No.1 整備 2 H29 2 〇 R3.休止

No.2 整備 2 H30 2 R3.休止

No.3 整備 2 H30 2 R3.休止

No.1 整備 10 H23 3 R3.休止

No.2 整備 10 H23 3 R3.休止

No.1 整備 3 H28 2 R3.休止

No.2 整備 3 H30 2 R3.休止

No.1 整備 2 H29 2 〇 R3.休止

No.2 整備 2 H30 2 R3.休止

No.1 整備 2 H29 2 〇 R3.休止

No.2 整備 2 H30 2 R3.休止

No.1 整備 5 H29 3 R3.休止

No.2 整備 5 H26 3 〇 R3.休止

No.3 整備 5 H27 3 R3.休止

No.1 整備 2 H28 2 R3.休止

No.2 整備 2 H30 2 R3.休止

活性炭搬出入装置 整備 15 2 R3.休止

No.1 整備 7 H25 2 〇 〇

No.2 整備 7 H25 2 〇 〇

処理水再利用タンク 補修 － 3

No.1 整備 2 H29 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇
No.2 整備 2 H30 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

健全度1～4
4 支障なし
3 軽微な劣化があるが、機能に支障なし
2 劣化が進んでいるが、機能回復が可能である
1 劣化が進み、機能回復が困難である

R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
窒素・燐・ＣＯＤ自

動測定装置
整備 1 H30 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

放流水サンプリン
グポンプ

整備 11 H21 3 〇

放流用次亜
注入ポンプ

整備 11 H21 3 R3.休止

健全度1～4
4 支障なし
3 軽微な劣化があるが、機能に支障なし
2 劣化が進んでいるが、機能回復が可能である
1 劣化が進み、機能回復が困難である

工程 設備機器
整備の
分類

今後の整備計画整備
周期

前回
整備

健全
度

備考対象箇所

放
流
設
備

高
度
処
理
設
備

オゾン処理設備

活性炭吸着設備

再利用設備

整備
周期

前回
整備

健全
度

備考

砂ろ過設備

処理水再利用ポンプ

活性炭吸着塔

活性炭原水ポンプ

逆洗用ブロワー

砂ろ過逆洗ポンプ

砂ろ過器

砂ろ過原水ポンプ

凝集汚泥引抜ポ
ンプ

活性炭逆洗ポンプ

高度処理用
コンプレッサー

コンプレッサー

工程 設備機器
整備の
分類

今後の整備計画
対象箇所



R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
濃縮槽汚泥搔寄機 整備 15 H17 2 〇

No.1 整備 3 H30 2 〇 〇 〇 〇

No.2 整備 3 H28 2 〇 〇 〇 〇

No.1 整備 2 H30 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

No.2 整備 2 H29 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

No.3 整備 1～2 H30 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

No.1 整備 3 H30 2 〇 〇 〇 〇

No.2 整備 3 H30 2 〇 〇 〇 〇

No.3 整備 3 H28 2 〇 〇 〇 〇

No.4 整備 3 H29 2 〇 〇 〇 〇

No.1 整備 3 H29 2 〇 〇 〇 〇

No.2 整備 3 H29 2 〇 〇 〇 〇

No.3 整備 3 H30 2 〇 〇 〇 〇

No.4 整備 3 H28 2 〇 〇 〇 〇

No.1 整備 3 H30 2 〇 〇 〇 〇

No.2 整備 3 H28 2 〇 〇 〇 〇

ポリマー溶解装置 整備 10 H23 2 〇

ポリマー溶解槽 整備 15 H27 2

No.1 整備 7 H29 2 〇

No.2 整備 7 H29 2 〇

No.3 整備 7 H30 2 〇

No.4 整備 7 H30 2 〇

No.1 整備 7 H25 2 〇 〇

No.2 整備 7 H26 2 〇 〇

No.3 整備 7 H29 2 〇

No.4 整備 7 H29 2 〇

No.7 整備 7 H29 2 〇

No.8 整備 7 H29 2 〇
中間取り出しコンベ

ヤ
整備 7 H26 2 〇 〇

中間ホッパ 整備 － H14 2
健全度1～4

4 支障なし
3 軽微な劣化があるが、機能に支障なし
2 劣化が進んでいるが、機能回復が可能である
1 劣化が進み、機能回復が困難である

R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

中濃度ファン 整備 1 H30 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

酸・アルカリ洗浄塔 補修 1 H30 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

No.1 整備 3 H29 2 〇 〇 〇 〇

No.2 整備 3 H28 2 〇 〇 〇 〇

No.1 整備 3 H28 2 〇 〇 〇

No.2 整備 3 H30 2 〇 〇 〇 〇

No.1 整備 10 H26 2 〇

No.2 整備 10 H25 2 〇

No.1 整備 10 H25 2 〇

No.2 整備 10 H25 2 〇

No.1 整備 6 H26 2 〇 〇

No.2 整備 6 H25 2 〇 〇
中濃度活性炭吸着

塔
整備 2 H29 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇

低濃度ファン 整備 1 H30 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
低濃度活性炭吸着

塔
整備 3 H30 3 〇 〇 〇 〇

健全度1～4
4 支障なし
3 軽微な劣化があるが、機能に支障なし
2 劣化が進んでいるが、機能回復が可能である
1 劣化が進み、機能回復が困難である

脱
臭
設
備

中濃度臭気
脱臭設備

低濃度臭気
脱臭設備

酸循環ポンプ

濃縮汚泥移送ポンプ

脱水機

汚泥供給ポンプ

ろ布洗浄ポンプ

分離液移送ポンプ

ポリマー注入ポンプ

汚泥搬送コンベヤ

汚
泥
処
理
設
備

汚泥濃縮設備

汚泥脱水設備

搬出設備

工程 設備機器
整備の
分類

今後の整備計画整備
周期

前回
整備

健全
度

備考対象箇所

アルカリ循環ポンプ

酸注入ポンプ

アルカリ注入ポンプ

次亜塩注入ポンプ

整備の
分類

今後の整備計画整備
周期

前回
整備

健全
度

備考対象箇所工程 設備機器



R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

No.2 整備 10 H24 3 〇

No.3 整備 10 H26 3 〇

No.1 整備 2 H30 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇

No.2 整備 2 H29 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇

No.1 整備 5 H28 2 〇 〇

No.2 整備 5 H26 2 〇 〇 〇

No.3 整備 5 H27 2 〇 〇 〇

No.1 整備 5 H28 2 〇 〇

No.2 整備 5 H28 2 〇 〇

No.1 整備 7 H26 2 〇 〇

No.2 整備 7 H26 2 〇 〇

No.1 整備 3 H29 2 〇 〇 〇 〇

No.2 整備 3 H30 2 〇 〇 〇 〇

No.1 整備 7 H28 2 〇

No.2 整備 7 H28 2 〇

No.3 整備 7 H29 2 〇

No.1 整備 7 H28 2 〇

No.2 整備 7 H28 2 〇

No.3 整備 7 H30 2 〇

雑用水圧力タンク 補修 － H26 3
健全度1～4

4 支障なし
3 軽微な劣化があるが、機能に支障なし
2 劣化が進んでいるが、機能回復が可能である
1 劣化が進み、機能回復が困難である

R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

高圧受配電設備 高圧受電盤 － 2 〇

高圧配電盤 － 2 〇

高圧進相コンデンサ － H28 2

高圧変圧器 変圧器本体 整備 － 2 〇

低圧配電設備 200Ｖ用動力主幹盤 － 2 〇

照明用単相主幹盤 － 2 〇

その他の配電盤 － 2 〇

低圧動力設備 動力制御盤 － 2 〇

現場制御盤 － 2 〇

現場操作盤 － 2 〇

中央監視操作盤 本体 整備 － H27 4

データロガ設備 整備 － H27 4

無停電電源設備 直流電源装置 整備 － 1 〇

計測設備 流量計 10 2

液位計 10 2

pH、DO、ORP、
MLSS、温度計

10 2

健全度1～4
4 支障なし
3 軽微な劣化があるが、機能に支障なし
2 劣化が進んでいるが、機能回復が可能である
1 劣化が進み、機能回復が困難である

除鉄用次亜塩注入
ﾎﾟﾝﾌﾟ

雑用水ポンプ

ＰＡＣ注入ポンプ

給
水
設
備

給水設備（除鉄装
置）

除鉄逆洗ポンプ

除鉄計装用ｺﾝﾌﾟﾚｯ
ｻｰ

電
気
計
装
設
備

工程 設備機器

井戸ポンプ

除鉄塔

除鉄原水ポンプ

今後の整備計画

整備

整備

整備

整備

整備
周期

前回
整備

健全
度

備考工程 設備機器
整備の
分類

対象箇所

今後の整備計画整備
周期

前回
整備

健全
度

備考対象箇所
整備の
分類



R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
配管関係 整備 － 2

弁関係 整備 － 2

自動弁関係 整備 － 2

配管関係 整備 － 2

弁関係 整備 － 2

自動弁関係 整備 － 2

配管関係 整備 － 3

弁関係 整備 － 3

自動弁関係 整備 － 3

配管関係 整備 － 3

弁関係 整備 － 3

自動弁関係 整備 － 3

配管関係 整備 － 2

弁関係 整備 － 2

自動弁関係 整備 － 2

配管関係 整備 － 3

弁関係 整備 － 2

自動弁関係 整備 － 2

配管関係 整備 － 3

弁関係 整備 － 3

自動弁関係 整備 － 3

配管関係 整備 － 2

弁関係 整備 － 2

自動弁関係 整備 － 2
健全度1～4

4 支障なし
3 軽微な劣化があるが、機能に支障なし
2 劣化が進んでいるが、機能回復が可能である
1 劣化が進み、機能回復が困難である

R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
土木設備 屋根防水 補修 － 2

沈砂槽 補修 － H13 2

受入槽（生し尿） 補修 － H15 2

受入槽（浄化槽汚
泥）

補修 － H14 2 〇

中継槽（生し尿） 補修 － H19 2
中継槽（浄化槽汚

泥）
補修 － 2

貯留槽（生し尿） 補修 － H24 2 H24部分補修 〇
貯留槽（浄化槽汚

泥）
補修 － H24 2

調整槽（1系） 補修 － H14 2

撹拌槽 補修 － 2

曝気槽 補修 － 2

沈殿槽 補修 － 2

スカム槽 補修 － 2 〇

二次処理水槽 補修 － 2

凝集沈殿槽 補修 － 2 R3.休止

分離液槽 補修 － H14 2

ろ布洗浄水槽 補修 － 2

汚泥貯留槽 補修 － H10 2

１系濃縮槽 補修 － H11 2

除鉄原水槽 補修 － 2

除鉄処理水槽 補修 － 2

水槽漏水 補修 － 2

給排水設備 整備 － 2

空調設備 整備 － 2

暖房設備 整備 － 2

衛生設備 整備 － 2

照明設備 整備 － 2

消防設備 整備 － 2

建具 整備 － 2

シャッター 整備 － 2
健全度1～4

4 支障なし
3 軽微な劣化があるが、機能に支障なし
2 劣化が進んでいるが、機能回復が可能である
1 劣化が進み、機能回復が困難である

土木設備、水槽
（下団紡織設計標
準仕様、Ａ～Ｄ

種）

建築設備

工程 設備機器

配
管
設
備

配管設備
（し尿系統）

配管設備
（汚水系統）

配管設備
（汚泥系統）

配管設備
（空気系統）

配管設備
（薬品系統）

配管設備
（給水系統）

配管設備
（排水系統）

配管設備
（臭気系統）

整備の
分類

今後の整備計画整備
周期

前回
整備

健全
度

備考対象箇所

今後の整備計画整備
周期

前回
整備

健全
度

備考対象箇所
整備の
分類

工程 設備機器



延命化の効果

将来の対応

延命化する場合 更新する場合

455,000千円 410,000千円

3,100,000千円

1,042,510千円

1,497,510千円 3,510,000千円

現施設 （令和元年度時点） 0千円 0千円

新施設 （令和13年度時点） 1,161,774千円

1,497,510千円 2,348,226千円

将来の経費の現在価値化（社会的割引率）
割引率４％における割引係数 残存価値の算出

延命化計画策定年度 1 1.0000
(令和元年） 2 1.0400

3 1.0816
4 1.1249
5 1.1699
6 1.2167
7 1.2653
8 1.3159
9 1.3686
10 1.4233
11 1.4802
12 1.5395
13 1.6010
14 1.6651
15 1.7317
16 1.8009
17 1.8730
18 1.9479
19 2.0258
20 2.1068
21 2.1911
22 2.2788
23 2.3699
24 2.4647
25 2.5633
26 2.6658
27 2.7725
28 2.8834
29 2.9987
30 3.1187

現在価値＝ｔ年度における経費計算結果÷ｔ年度の割引係数

割引係数：（１+ｒ）ｊ-1

r：割引率（4％＝0.04）
ｊ：基準年度からの経過年数（基準年度＝1）

検討対象期間（令和4年度～令和13年度：10年間）

残存価値

定
量
的
比
較

廃
棄
物
処
理
Ｌ
Ｃ
Ｃ

比較項目

点検補修費

建設費

延命化工事費

小計

合計

経過年
数(j)

割引係数

検討対象期間終了時点
の割引係数

1.6010
（令和13年度）検討対象期間終了時点の

残存価値（社会的割引率を
考慮後）

1,161,774千円
（令和13年度）

想定される新施設稼働年
数（残存価値算出用）
検討対象期間中に稼働
する年数
検討対象期間終了時点
の残存価値

25年間
（延命化対策を行わない場

10年間
（令和4年度～令和13年度）

1,860,000千円
（令和13年度）

新施設建設費 合計3,100,000千円



建替え検討の背景と目的

  八帖クリーンセンターし尿処理施設は、処理能力320kℓ/日、標準脱窒素処
理方式＋高度処理にて、平成４年３月に竣工し、岡崎市から発生するし尿、
浄化槽汚泥及び農業集落排水汚泥の処理を行っている。
八帖クリーンセンターし尿処理施設は、令和３年度から公共下水道接続を

開始する予定であるが、公共下水道接続後も利用する既存施設は老朽化が
進んでいる。また、搬入量及び搬入性状の変化等による処理の効率化を図る
ため、し尿処理施設から汚泥再生処理センターへの建替え箇所の簡易検討
を行うものである。



し尿処理施設（汚泥再生処理センター）の処理規模の設定

し尿・浄化槽汚泥等搬入量（単位：kℓ）
年度 合計
25 3,319 7% 93% 49,412
26 3,151 7% 93% 47,281
27 3,022 6% 94% 47,309
28 2,966 6% 94% 46,631
29 2,576 6% 94% 45,383

変動係数
Ｈ28年度の年間収集量実績：46,631kℓ/年より128kℓ/日

月 総搬入量(kℓ) 変動係数
4月 3,897 1.00 月変動係数：1.12  ⇒ 128 × 1.12 ＝ 143.36 kℓ/日 
5月 3,729 0.96
6月 4,048 1.04 し尿の混入率：6％ ⇒ 128 × 6％ ＝ 7.7 kℓ/日 
7月 3,927 1.01
8月 3,859 0.99
9月 3,857 0.99
10月 4,338 1.12
11月 3,727 0.96
12月 3,688 0.95
1月 3,348 0.86
2月 3,847 0.99
3月 4,365 1.12
合計 46,631 －
平均 3,886 1.00

1.12

Ｈ29年度の年間収集量実績：45,383kℓ/年より124kℓ/日
月 総搬入量(kℓ) 変動係数
4月 3,779 1.00 月変動係数：1.10  ⇒ 124 × 1.10 ＝ 136.4 kℓ/日 
5月 3,855 1.02
6月 4,058 1.07 し尿の混入率：6％ ⇒ 124 × 6％ ＝ 7.4 kℓ/日 
7月 4,009 1.06
8月 3,724 0.98
9月 3,476 0.92
10月 3,809 1.01 し尿・浄化槽汚泥等搬入量は、減少傾向にあり
11月 3,825 1.01 Ｈ29年度より、処理規模（365日平均）は次の通りとする。
12月 3,664 0.97
1月 3,508 0.93 ： 7 kℓ/日
2月 3,529 0.93 ： 129 kℓ/日
3月 4,148 1.10 136 kℓ/日
合計 45,383 －
平均 3,782 1.00

1.10

42,807
43,665

し尿
浄化槽汚泥等

計

平成29年度

月最大変動係数

月最大変動係数

し尿 浄化槽汚泥等

平成28年度

44,287
44,130
46,093



令和12年度末の処理規模の想定
岡崎市汚水適正処理構想より

岡崎市ホームページより

平成25
年度末

平成26
年度末

平成27
年度末

平成28
年度末

平成29
年度末

平成30
年度末

令和元
年度末

令和2
年度末

令和3
年度末

4477 4190 3147 2922 2718 2484 2284 2088 1896
-287 -1043 -225 -204 -234 -200 -196 -192

令和4
年度末

令和5
年度末

令和6
年度末

令和7
年度末

令和8
年度末

令和9
年度末

令和10
年度末

令和11
年度末

令和12
年度末

1710 1530 1356 1189 1029 876 731 594 465
-186 -180 -174 -167 -160 -153 -145 -137 -129

平成29年度

令和12年度

令和12年度の年間収集量想定：36,052kℓ/年より99kℓ/日
月変動係数：1.10  ⇒ 99 × 1.10 ＝ 108.9 kℓ/日 
し尿の混入率：6％ ⇒ 99 × 6％ ＝ 5.9 kℓ/日 

し尿・浄化槽汚泥等搬入量は、令和12年度末以降も減少傾向が続く
と予想されるため、新設施設の処理規模（365日平均）の想定は
次の通りとする。

： 6 kℓ/日
： 103 kℓ/日

109 kℓ/日

岡崎市の公共下水道普及率は、平成29年度末現在、88.4％（行政人口386,943人あたり処理人口342,055人）
です。また、農業集落排水処理施設によるものが2.1％（行政人口386,943人あたり処理人口8,306人）あり、両処
理方法あわせて90.5％（行政人口386,943人あたり処理人口350,361人）です。

予測実績
汲み取り人口の推移

計

し尿
浄化槽汚泥等

368,780

342,055

333,121

386,943

実績から将来をトレンド予測により推計

35,659

45,383

36,052

し尿処理施設
総搬入量(kℓ)

浄化槽・農集・汲
取り人口（人）

44,888

公共下水道処理
人口（人）

人口（人）

汲み取り人口（人）

汲み取り人口（人）
前年度に対する差（人）

予測

前年度に対する差（人）



敷地規模の設定

近隣都市（参考）
豊田市砂川衛生プラント
・処理能力：200kℓ/日
・敷地面積：67,504㎡

豊田市逢妻衛生プラント
処理能力比による算定 ・処理能力：350kℓ/日
109 kℓ/日 ／ 320 kℓ/日 ＝ 0.34 ・敷地面積：62,931㎡

安城市環境クリーンセンター し尿処理施設
・処理能力：102kℓ/日
・敷地面積：48,573㎡（ごみ焼却施設と共通）

西尾市浄化センター
・処理能力：154kℓ/日
・敷地面積：17,191㎡

・処理方法：直接脱水処理方式＋下水道放流

既存施設
 ・処理能力：320kℓ/日

・敷地面積：9,830㎡
・建築面積：5,401㎡

新設施設
 ・処理能力：109kℓ/日

・敷地面積：3,342㎡
・建築面積：1,836㎡

・処理方法：標準脱窒素処理方式＋高度処理方式（凝集
分離設備＋オゾン処理設備＋砂ろ過設備＋活性炭吸着
処理設備）

・処理方法：活性汚泥法処理方式・標準脱窒素処理方式
＋高度処理方式（加圧浮上設備＋オゾン処理設備＋砂
ろ過設備＋活性炭吸着処理設備）

・処理方法：前処理・前脱水＋生物酸化処理（下水道放流
方式）



必要水量の設定

既存施設

H29年度の希釈率が2.6倍である。安全率を見て希釈率は、3倍とする

排水量の設定

H29年度の日平均排水量は、318ｍ
3
/日であるが、日最大排水量545ｍ

3
/日である。

R12年度の日最大排水量は、545ｍ
3
/日×36,052kℓ／45,383kℓ＝433ｍ

3
/日になる。

46,631 45,383

乙川放流 総排水量（ｍ
3
/年） 138,210 127,562 116,794 115,972

し尿・浄化槽汚泥搬入量（kℓ/年） 137,722 47,281 47,309

318

新設施設

日最大排水量433ｍ
3
/日を確保できる場所

2.5 2.6
対前年比

日平均排水量（ｍ
3
/日） 379 349 320

661 571 562 545

99%

既存施設の日平均排水量と日最大排水量の設計値は、共に2,112ｍ
3
/日である。

Ｈ28 Ｈ29

日最大排水量（ｍ
3
/日）

新設施設
・水 源 井水または、水道水

・使用量 218ｍ
3
／日 （ ２Ｑ ）

最近の処理状況 Ｈ４ Ｈ26 Ｈ27

希釈率 2.9 2.7
－ 92% 92%



建設場所として不適切となる地域の法令等

し尿処理施設（汚泥再生処理センター）建設場所として不適切となる地域は、下記に示す法令の区域等となる。

法 令 区域等

森林法 国有林、保安林、民有林

自然公園法 国立公園、国定公園、都道府県立自然公園

都市公園法 都市公園

愛知県自然環境の保全及び緑化の推進に関す
る条例

自然環境保全区域

河川法 河川区域

宅地造成等規制法 宅地造成工事規制区域

農地法

農業振興地域の整備に関する法律

都市計画法

住宅系及び商業系の用途地域（第一・二種低層住
居専用地域、第一・二種中高層住居専用地域、第
一・二種住居地域、準住居地域、近隣商業地域、
商業地域）、風致地区

生産緑地法 生産緑地地区

土地区画整理法 土地区画整理事業の施行地区

景観法 景観形成地区

電波法 伝搬障害防止区域

土砂災害防止法 土砂災害特別警戒区域

農地用区域（農地・牧草放牧地）



法規制の概要

法 令 法規制の概要

森林法

国有林において開発行為を行う場合、林地開発許
可制度の運用基準に準じた審査が行われる。保安
林は、水源のかん養、土砂の崩壊その他の災害の
防備、生活環境の保全・形成等のための森林とし
て指定された区域であることから、開発が伴うし
尿処理施設の建設は適切でない。民有林について
は、開発規制の解除に当たり都道府県知事の許可
を要する。

自然公園法
国立公園、国定公園の特別地域・普通地域におい
て、工作物を新築、改築、増築する場合は本法の
対象となる。

都市公園法
公園管理者はみだりに都市公園の全部、一部を廃
止できない。

愛知県自然環境の保全及び緑化の推進に関す
る条例

保全地域の区域のうち特別地区に含まれない区域
（普通地区）内において基準をこえる建築物その
他の工作物を新築、改築、増築する行為等をしよ
うとする者は、知事に対し、行為の種類、場所、
施行方法及び着手予定日等の定められた事項を届
け出なければならない。

河川法
河川区域内の土地において、工作物を新築し、改
築し、又は除去する場合は河川管理者の許可が必
要となる。

宅地造成等規制法

宅地造成工事規制区域内で対象工事（２ｍをこえ
る崖を生じる切土工事、１ｍをこえる崖を生じる
盛土工事等）を実施する場合は本法の対象とな
る。

農地法

農業振興地域の整備に関する法律

都市計画法
建築物を建築しようとする場合、建築主事の確認
が必要となる。なお、用途地域別に建築物の制限
がある。

生産緑地法

建築物その他の工作物の新築、改築または増築、
宅地の造成等の行為は、市町村長の許可が必要。
市町村長は当該生産緑地地区において農林漁業を
営むために必要となる施設の設置等に限り許可で
きる。

土地区画整理法
土地区画整理事業の施行地区内において、建築物
その他の工作物の新築、改築等を行う場合は本法
の対象となる。

景観法

市町村は、都市計画区域又は準都市計画区域内の
土地の区域については、市街地の良好な景観の形
成を図るため、都市計画において景観地区が設定
されている。

電波法
伝搬障害防止区域内において、その最高部の地表
からの高さが31ｍを超える建築物その他の工作物
の新築、増築等を行う場合、本法の対象となる。

土砂災害防止法
土砂災害警戒区域等にし尿処理施設等を建設する
場合、本法の対象となる。

工場を建設するために農地を転用する場合は本法
の対象となる。



補助金交付対象事業

交付対象事業 施設詳細

マテリアルリサイクル推進施設

リサイクルセンター
ストックヤード
灰溶融施設
容器包装リサイクル推進施設
サテライトセンター

エネルギー回収型廃棄物処理施設
ごみ焼却施設
メタンガス化施設
ごみ燃料化施設

エネルギー回収推進施設
ごみ焼却施設
ごみ燃料化施設

有機性廃棄物リサイクル推進施設
汚泥再生処理センター
ごみ飼料化施設
ごみたい肥化施設

基幹的設備改良事業

ごみ焼却施設
し尿処理施設
リサイクルセンター
ストックヤード

施設整備に関する計画支援事業
計画支援事業の対象となる事業を記入
（例：有機性廃棄物リサイクル推進施設、
基幹的設備改良事業）

長寿命化総合計画策定支援事業
対象となる事業を記入
（例：ごみ焼却施設、し尿処理施設）

浄化槽設置整備事業

通常事業

環境配慮・防災まちづくり浄化槽整備推
進事業

環境配慮・防災まちづくり浄化槽整備推
進事業（復旧）
※平成28年４月に発生した熊本地震からの復旧・
復興に資する計画に位置づけた事業を行う場合

防災拠点単独処理浄化槽集中転換事業

浄化槽市町村整備推進事業

通常事業

環境配慮・防災まちづくり浄化槽整備推
進事業

公的施設・防災拠点単独処理浄化槽集
中転換事業



概算の維持管理費の比較

H29し尿・浄化槽汚泥搬入量：45,383kℓ/年 R12し尿・浄化槽汚泥搬入量：36,052kℓ/年
H29総排水量：115,972ｍ3/年 R12総排水量：108,156ｍ3/年

62,647千円/年 1,380円/kℓ 62,100千円/年 1,720円/kℓ

24,600千円/年
680円/kℓ

(226.8円/m
3
)

79,920千円/年 1,761円/kℓ 28,500千円/年 790円/kℓ

142,567千円/年 3,141円/kℓ 115,200千円/年 3,190円/kℓ

新設施設の処理単価（円/kℓ）は、ｸﾎﾞﾀ環
境ｻｰﾋﾞｽ㈱の資料より

計

電気料・薬品等

R12 新設施設Ｈ29 既設施設

下水放流費

機器整備費



他の要素： 井戸水、下水区域、汚泥運搬
・下水道区域内であれば下水に流せ、建設費・維持管理費が削減できる。
・ごみ処理施設が隣接であれば汚泥運搬時間が短縮できる。
・井戸水があれば、ランニングコストが削減できる。

① 敷地面積：3,342㎡以上確保されている場所

設置可能場所

④
自然環境の保全、安全性の確保及び土地利用状況等から法規制のかかってい
ない場所

③ 日最大排水量：433ｍ
3
/日を確保できる場所

② 必要水量：218ｍ
3
が確保できる場所



施設更新時期

八帖クリーンセンターし尿処理施設の更新は、一般廃棄物処理計画及び循
環型社会形成推進地域計画に基づき、適正な時期に行う。


